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樫田 美雄 : 専門職論からの考察(シンポジウムのパネリストとしての講演), 第52回日本医療社会事業全国大会兼第24回日本医療社会事業学会大会, 2004年5月.
髙橋 晋一 : 川と民俗, 平成16年度徳島県立文学書道館講座, 2004年5月.
吉田 恵子, 掛井 秀一 : 生成的音変換システム, 第3回NICOGRAPH春季大会, 43-44, 2004年5月.
上野 加代子 : 構築主義の有用性 ー ソーシャルワークと児童虐待の研究において, 応用構築主義と批判的構築主義??構築主義の有用性?, 2004年5月.
波場 直之 : 現代の幾何学トポロジーと物理, 2004年5月.
関澤 純 : リスクコミュニケーションの課題, 第42回原子力総合シンポジウム予稿集, 2004年5月.
平井 松午 : 徳島大学の地域連携推進事業, --- 地域活性化への取り組み ---, 徳島県町村議会事務局長職員研修会, 2004年5月.
関澤 純, 大多和 宏行, 安野 圭祐, 岡田 泰史, 平井 裕通 : 室内外空気汚染物質の曝露評価と地域環境への関心の推進, PRTRデータ活用セミナー, 2004年6月.
中村 依子, 真壁 W. 和裕, 西田 宏記 : 第37回 日本発生生物学会大会, 第37回日本発生生物学会大会, 2004年6月.
渡部 稔 : アフリカツメガエルを用いた初期発生における形態形成機構の研究ーTGFβシグナルとその下流因子の機能解析ー, 第113回徳島生物学会会報, 7, 2004年6月.
髙橋 晋一 : 徳島県のオハケ祭祀, 徳島民俗学会6月例会, 2004年6月.
田尻 恭之, 松本 誠司, 出口 博之, 美藤 正樹, 高木 精志, 吉住 健輔, 森吉 千佳子, 伊藤 一幸, 小山 晋之 : Cu(HCOO)2·4H2Oの圧力効果, 第11回中国·四国·北九州地区誘電体セミナー, 2004年6月.
髙橋 晋一 : 阿波の祭り(神社祭礼), 平成16年度徳島県立文学書道館講座, 2004年6月.
樋口 直人 : 国際移民と社会的ネットワークの再編成, --- 社会的資本は越境するのか作り直されるのか ---, 関東社会学会, 2004年6月.
中安 紀美子 : 特別支援教育と養護教諭の役割(パネルディスカッション), 第36回中国四国学校保健学会, 25-26, 2004年6月.
髙橋 晋一 : 西由岐八幡神社祭礼について, 第1回ふるさと探訪学習, 2004年6月.
Bohdan Grzadkowski, 日置 善郎, 大熊 一正, Jose Wudka : 光子光子衝突でのトップ生成崩壊の最適観測量解析, 研究会「素粒子物理学の進展」, 2004年6月.
波場 直之 : Dynamical symmetry breaking in 5D gauge-Higgs unification, 2004年7月.
佐藤 高則 : 好熱菌酵素の高温適応戦略, 徳島生物学会会報, Vol.57, No.1, 6, 2004年7月.
平井 松午, 豊田 哲也, 田中 耕市 : GISを用いた実測分間絵図の分析, --- 阿波国を例に ---, 第47回歴史地理学会大会, 2004年7月.
Takuya YABE : Preconditions for the revitalization of a small city, --- A case study of a third-sector company called "Kurokabe" in Nagahama City, Shiga. ---, INTERNATIONAL SYMPOSIUM CULTURAL TYPHOON 2004 in OKINAWA, Jul. 2004.
平井 松午 : GISの概要と文化財への活用, 平成16年度市町村埋蔵文化財担当者専門職員研修会, 2004年7月.
髙橋 晋一 : 阿波踊りの文化史, --- 変容する都市の芸能 ---, 平成16年度徳島県立文学書道館講座, 2004年7月.
平井 松午 : GISお遍路マップ, 四国歩き遍路大学ネットワーク, 2004年7月.
関澤 純 : 環境汚染物質の健康影響はどのように評価されているか, ∼市民講演会/21世紀COE 特別セミナー∼ ハイリスク·ライフステージの化学汚染を考える, 43-56, 2004年7月.
関澤 純 : 食品のリスクアナリシス∼農薬を例として∼, 食品に関するリスクコミュニケーション∼農薬のリスクアナリシス(リスク分析)に関する意見交換会∼, 2004年7月.
横井川 久己男 : 大腸菌O157の弱毒化と殺菌, 徳島生物学会シンポジウム, 2004年7月.
中川 秀幸, 細谷 岳史, 長坂 邦子, 長坂 壽訓, 櫻庭 春彦, 大島 敏久 : オニオコゼ刺毒からの新規レクチンの精製, 生化学, Vol.76, No.8, 1012, 2004年8月.
的場 秀樹 : パネルディスカッション「運動生理学に関わる教育は今どうなっているのか?」, --- 大学一般教育における現状と問題点 ---, 第12回日本運動生理学会大会, 2004年8月.
関澤 純 : 化学物質のリスク評価とリスクコミュニケーション∼最近の国際動向を踏まえて∼, 残留農薬研究所セミナー, 2004年8月.
勝藤 和子 : 英語与格交替文における情報構造の習得, 第30回全国英語教育学会長野研究大会発表要綱, 82-83, 2004年8月.
髙橋 晋一 : 現代社会と四国遍路, --- 「巡ること」の意味 ---, 平成16年度徳島県立文学書道館講座, 2004年8月.
平井 松午 : 伊能図のデジタル化と絵図のGIS分析, --- 徳島大学の試み ---, 日本国際地図学会第38回地方大会, 2004年8月.
伏見 賢一 : シンポジウム「流星突発への対応(電波観測について)」, 2004年8月.
西山 賢一, 長岡 信治, 赤木 功, 藤原 治, 新井 房夫 : 鹿児島県出水平野に分布する鮮新ー更新統の層序, 日本第四紀学会講演要旨集, No.34, 2004年8月.
井上 弦, 長岡 信治, 杉山 真二, 西山 賢一 : 雲仙火山南麓におけるATを挟在する黒ボク土の成因, 日本第四紀学会講演予稿集, No.34, 2004年8月.
三浦 哉 : 低強度の抵抗性トレーニングが成人女性の動脈の形態およびスティフネスに及ぼす影響, 体力科学, Vol.53, No.6, 692, 2004年9月.
田中 直伸, 高石 喜久, 武田 美雄, 本多 義昭, 伊藤 美千穂 : Hypericum scabrumの成分研究(2), 日本生薬学会第51年会, 2004年9月.
國永 真妃, 金丸 芳, 小山 保夫, 酒井 仁美, 中川 秀幸, 林 弘三 : 香辛料成分によるマウスメラノーマに対する増殖抑制, 2004年度日本農芸化学会中国四国支部大会講演要旨集, 19, 2004年9月.
武田 美雄, 嵯峨山 和美, 増田 俊哉, 大塚 英昭 : アカハダコバンノキ Margaritaria indica の成分研究, 日本生薬学会, Vol.51, 2004年9月.
西山 賢一, 長谷川 修一, 菅原 大介, 横田 修一郎 : 中新世凝灰角礫岩斜面に発達するタフォニ·ノッチの特徴と岩盤崩落, 第43回日本地すべり学会研究発表会講演集, 2004年9月.
髙橋 晋一 : 祭祀空間とコスモロジー, --- 阿南市伊島の事例を中心として ---, 平成16年度徳島県立文学書道館講座, 2004年9月.
劉 輝, 于 倩, 大塚 英昭, 武田 美雄 : マルヤマカンコノキのメガスティグマン配糖体, 日本生薬学会 第51回年会, 2004年9月.
武田 美雄 : カンコノキGlochidion obovatumの成分研究, 日本薬学会 第124回年会, 2004年9月.
佐藤 征弥, 山崎 識知, 堀 輝三 : 日本の古樹イチョウにみられるDNA多型の地理的分布について, 日本植物学会第68回大会, 2004年9月.
横井川 久己男 : 大腸菌O157のベロ毒素生産に対する香辛料の影響, 日本農芸化学会中四国支部大会, 2004年9月.
村田 明広 : 四国西部の秩父帯の地質構造, 日本地質学会学術大会, Vol.111, 96, 2004年9月.
西山 賢一, 吉田 顕, 横田 修一郎 : 凝灰岩の急崖におけるタフォニの選択的成長と岩盤崩落, 日本地質学会学術大会講演要旨, Vol.111, 2004年9月.
香西 武, 石田 啓祐, 安井 敏夫 : 高知県佐川·越知地域に分布する黒瀬川帯下部白亜系の層序と二枚貝フォーナ, 日本地質学会学術大会講演要旨, Vol.111, 58, 2004年9月.
石田 啓祐, 吉岡 美穂, 岡本 治香, 難波 亜里子, 中尾 賢一, 香西 武 : 徳島県産国会議事堂大理石の地質学的位置づけ, 日本地質学会学術大会講演要旨, Vol.111, 59, 2004年9月.
石原 徹 : 符号付伏見木の局所シィッチング, 日本数学会年会, 2004年9月.
大沼 正樹, 儀我 美一 : グラフで表される曲面の極小曲面方程式についての強比較原理, 日本数学会 2004年度秋季総合分科会, 2004年9月.
西山 賢一 : 2004年徳島豪雨災害の事例紹介, 社団法人土木学会地盤工学研究委員会斜面工学研究小委員会資料, 2004年9月.
大熊 一正, Bohdan Grzadkowski, 日置 善郎, Jose Wudka : 光子光子散乱によって生成されるトップクォークと非標準相互作用, 日本物理学会秋季大会, 2004年9月.
的場 秀樹 : レジスタンス・トレーニングがアディポサイトカインレベルに及ぼす影響, --- 第59回日本体力医学会(埼玉) ---, 第55回日本体力医学会, Vol.53, 734, 2004年9月.
石田 和之 : オーストラリアにおける税制改革と政府間財政関係, 日本財政学会第61回全国大会, 2004年10月.
東 潮 : 加耶と倭の国際環境, 朝鮮学会, 2004年10月.
堤 和博 : 『蜻蛉日記』上巻欠文部の養女問題·続攷, 中古文学会2004年度秋季大会, 2004年10月.
佐藤 高則, Yuko Kohaku, Noriko Sugiyama, Yasuaki Yamaguchi, Miho Kouzai : Threonine 138 is crucial for Quaternary Structure and Thermostability of Thermus thermophilus Inorganic Pyrophosphatase., 生化学, Vol.76, No.8, 809, 2004年10月.
Noriko Sugiyama, Yuko Kohaku, Miho Kouzai, Yasuaki Yamaguchi, 佐藤 高則 : A drastic decrease in thermostability of Thermus thermophilus Inorganic Pyrophosphatase by substitution of Cysteine 168 to hydrophobic amino acids., 生化学, Vol.76, No.8, 809, 2004年10月.
井上 永幸 : 辞書とコーパス:変異形提示の問題点を巡って, シンポジウム「英語教育とコーパス:英語教育におけるコーパスの果たす役割」, 2004年10月.
西山 賢一, 吉田 顕, 横田 修一郎 : 熊野酸性岩の凝灰岩急崖におけるタフォニの成長と岩盤崩落, 日本応用地質学会平成16年度研究発表会講演論文集, 2004年10月.
三浦 哉, 染谷 成則, 川越 勇介, Chance Britton : 簡易精神作業時の前頭部の酸素動態の特性, --- COGNOSCOPEによる検討 ---, 第11回医用近赤外線分光研究会, 2004年10月.
三浦 哉, 田頭 涼子, 青木 さくら : 咀嚼頻度の違いが咬筋の酸素動態に及ぼす影響, 第11回医用近赤外線分光研究会, 2004年10月.
西山 賢一, 石田 啓祐, 村田 明広, 山上 拓男, 望月 秋利, 岡田 憲治, 小田桐 七郎, 中野 浩 : 2004年台風10号で発生した徳島県那賀川流域の斜面災害, 日本応用地質学会中四国支部平成16年度研究発表会災害報告資料, 5-8, 2004年11月.
石田 和之 : 消費税において非課税財が再分配にもたらす効果, 第11回生活経済学会四国部会, 2004年11月.
髙橋 晋一 : 那賀川町の祭りと芸能, 那賀川町民文化祭記念講演, 2004年11月.
髙橋 晋一 : 上勝町の伝承文化, --- 祭りと芸能を中心として ---, 徳島大学地域連携プロジェクト公開講座, 2004年11月.
樋口 直人 : 地方市民権, --- 国民国家をどう超えるか ---, 日·韓·東アジアの「平和」と「共生」──定住外国人の地方参政権, 2004年11月.
宮崎 隆義 : 理想の女性像を求めて, --- HardyのThe Well-Belovedと谷崎の『痴人の愛』 ---, 日本比較文学会第40回記念関西大会, 2004年11月.
依岡 隆児 : ギュンター・グラスのアジア体験, --- そのヨーロッパ的表象の限界をめぐって ---, 日本比較文学会関西支部第40回記念関西大会, 2004年11月.
髙橋 晋一 : 阿波の祭りと芸能, 阿波の文学と歴史セミナー, 2004年11月.
岩佐 幸恵, 中安 紀美子 : 特別な教育的支援を必要とする子どもの早期発見, --- ストループ・テストの学年変化から ---, 第51回日本学校保健学会学術集会講演集, 152-153, 2004年11月.
樋口 直人 : モダニティの変容とエスニシティ, 日本社会学会, 2004年11月.
京極 仁美, 山口 安亮, 宮野 百代, 佐藤 高則 : 細菌の環境適応に関与するタンパク質の探索, 徳島生物学会会報, Vol.57, No.2, 6, 2004年11月.
山崎 識知, 佐藤 征弥, 堀 輝三 : DNA分析によるイチョウの同木伝説の検証, 徳島生物学会第114回総会, 2004年11月.
中村 友紀, 林 昭秀, 渡辺 美佳子, 山本 裕史, 宮入 伸一, 関澤 純 : ラット尿中インディルビン濃度の雌雄比較, 環境ホルモン学会第7回年次講演会, 2004年12月.
妹尾 明子, 吉川 麻奈美, 山本 裕史, 関澤 純, 井藤 和人 : 河川中生物膜による界面活性剤の浄化能の評価, 環境ホルモン学会第7回年次講演会, 2004年12月.
諸星 佳織, 山本 裕史, 小宇田 智子, 白石 不二雄, 森田 昌敏 : プラスチック添加剤として使用される防菌防カビ剤のELISA法及び，ヒトおよびメダカER遺伝子導入酵母アッセイによるエストロゲン活性評価, 環境ホルモン学会第7回年次講演会, 2004年12月.
諸星 佳織, 川口 真以子, 山本 裕史, 近藤 卓哉, 高野 裕久, 今井 秀樹, 森田 昌敏 : ラットにおけるペンタクロロフェノールの次世代影響について, 環境ホルモン学会第7回年次講演会, 2004年12月.
髙橋 晋一 : 四国遍路へのアプローチ, --- 巡礼者からの視点/地域からの視点 ---, 公開シンポジウム「四国遍路と地域社会」, 2004年12月.
平井 松午 : 「阿波五街道の成立と遍路道の定着化」, 2004年12月.
大沼 正樹 : 極小曲面方程式を含む非線形楕円型方程式に対しての強比較原理, 第2回浜松偏微分方程式研究集会, 2004年12月.
西山 賢一, 石田 啓祐, 村田 明広, 岡田 憲治 : 2004年台風10号で発生した徳島県南部·那賀川流域の斜面災害, 日本地質学会四国支部2003年講演会資料集, 10, 2004年12月.
村田 明広 : 四国西部，秩父帯の地質構造, 日本地質学会四国支部2004年講演会, 2004年12月.
平井 松午 : 絵図の高精細画像データとGIS分析-徳島大学の試み-, 2004年12月.
大熊 一正, Bohdan Grzadkowski, 日置 善郎, Jose Wudka : Top Quark Interactions and Search for New Physics, 研究会「四国セミナー」, 2004年12月.
岸江 信介 : 方言研究と社会言語学, 「日本の社会言語学とは」日本海総合研究プロジェクト(於富山大学), 2005年1月.
髙橋 晋一 : 地神塔と三神塔, 徳島民俗学会1月例会, 2005年1月.
大沼 正樹 : 極小曲面方程式に対する粘性解の強比較原理について, Stochastics and Analysis Seminar, 2005年1月.
髙橋 晋一 : 民俗文化財としての祭り, --- 徳島県の事例より ---, 平成16年度徳島市文化財保勝会連絡協議会文化財研修会, 2005年1月.
香西 武, 梅田 典子, Assanee Meesook, Francis Hirsch, 石田 啓祐 : タイ北西部Mae Sot - Umphang地域から産するジュラ紀二枚貝群集, 日本古生物学会第154回例会予稿集, 63, 2005年1月.
髙橋 晋一 : 遍路の民俗学, --- 「お接待」を中心として ---, 公開講座「空海と歩くII 四国阿波遍路2004」, 2005年1月.
井上 永幸 : 『ウィズダム英和辞典』とコーパス活用について, 2005年1月.
西山 賢一 : 木沢村の地質と2004年台風10号に伴う豪雨で発生した斜面災害, 阿波学会平成16年度総合学術調査レジメ集, 2-3, 2005年1月.
髙橋 晋一 : 木沢村の祭礼, 平成16年度阿波学会総合学術調査発表会, 2005年1月.
三浦 哉 : 身体活動時の酸素消費および供給の特性, 中京大学体育研究所学術講演会, 2005年2月.
髙橋 晋一 : 木沢村の祭礼, 徳島民俗学会2月例会, 2005年2月.
Masaki Ohnuma : Strong comparison principle of viscosity solutions to some nonlinear elliptic equations, 松山解析セミナー(第5回), Feb. 2005.
横井川 久己男 : 食品の製造現場で日常的に出現する微生物の基礎知識, コープ四国「食の安心安全研修会」, 2005年2月.
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片山 真一 : 海野十三の暗号小説について, 日本科学史学会四国支部総会, 2014年8月.
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田口 太郎 : 地域づくりをプロセス で考える, 2014年11月.
内藤 徹 : 環境汚染と地域の集積, 日本応用経済学会, 2014年11月.
大橋 眞, 中恵 真理子, 光永 雅子, 齊藤 隆仁 : グローバル化社会に向けた生涯教育, --- 留学生と学び合う大学教育との融合 ---, 日本生涯教育学会, 2014年11月.
佐藤 征弥, 加藤 愛里, 栄花 茂, 高田 克彦 : 北奥羽地方のイチョウ古木の遺伝的特性の解析, 第29回日本植生史学会大会, 2014年11月.
江戸 梢, 酒井 仁美, 吉野 真生子, 中川 秀幸 : 徳島産ラッパウニの叉棘に由来するレクチンの多様性について, 日本薬理学会西南部会プログラム・抄録集, 52, 2014年11月.
久田 旭彦, 小山 晋之, 齊藤 隆仁, 真岸 孝一, 程 金光, 松林 和幸, 上床 美也, 藤原 直樹, DENG Guochu, POMJAKUSHINA Ekaterina, CONDER Kazimierz, RADHEEP MOHAN Dinadhayalane, THIYAGARAJAN Raman, ESAKKIMUTHU Sankaran, ARUMUGAM Sonachalam : 梯子格子銅酸化物Sr1.4Ca12.6Cu24O41単結晶の電気抵抗の異方性, 高圧力の科学と技術, Vol.24, 219, 2014年11月.
石田 基広 : 最新のR開発動向について, 統計数理研究所研究報告会, 2014年11月.
山本 裕史 : 新しい排水管理手法「日本版WET」, 広島県環境計量事業所協会講演会, 2014年11月.
田口 太郎 : 地域づくりと防災, 2014年11月.
佐藤 征弥 : 「神戸と徳島のモラエス」シンポジウム ー モラエスの実像に迫る ー, 平成26年度徳島大学パイロット事業支援プログラム「神戸と徳島のモラエス」シンポジウム, 2014年11月.
佐藤 征弥 : 「神戸と徳島のモラエス」シンポジウム ー モラエスの実像に迫る ー, 平成26年度徳島大学パイロット事業支援プログラム「神戸と徳島のモラエス」シンポジウム, 2014年11月.
花田 愛, 吉田 健介, 掛井 秀一 : グループワークのコミュニケーションに情報共有ツールが与える影響 ICTを活用した学習環境の構築, 第37回情報・システム・利用・技術シンポジウム 2014, 163-166, 2014年12月.
塚本 章宏 : 立命館大学OBの大学教員へのキャリアパス, 立命館大学キャリアパス講演会, 2014年12月.
髙橋 晋一 : 「阿波の暮らし」をフィールドワークする, --- 阿波学会総合学術調査と「民俗班」の取り組み ---, 阿波学会創立60周年記念式典講演, 2014年12月.
内藤 徹, 塚本 章宏 : 南海トラフ地震とリスクの経済分析, 九州経済学会, 2014年12月.
平井 松午 : 絵図情報のGIS分析, 2014年度立命館地理学会シンポジウム「文化情報と地域研究」, 2014年12月.
河原崎 貴光, 塚本 章宏 : GISを応用したインスタレーションの制作と地域社会での活用, 2014年度日本映像学会中部支部第2回研究会, 2014年12月.
O K Chunhsun, 佐々木 悠太, 出口 博之, 美藤 正樹, 萩原 亮, 小山 晋之 : YBCO超伝導セラミクスのグレイン間グラスおよび超伝導転移の磁場依存, 日本物理学会 九州支部例会 講演概要集, 2014年12月.
北方 咲, 国井 博史, 宮崎 泰彰, 大村 D. 聡, 三好 德和 : 金属ストロンチウムを用いた新たなメタラサイクル中間体の生成と新規合成手法の開発, 2014ハロゲン利用ミニシンポジウム予稿集, 2014年12月.
田口 太郎 : 被災地復興のプロセスと 建築士の関わり, 2014年12月.
大熊 一正, 日置 善郎 : LHC実験でのトップ生成・崩壊におけるレプトン角分布と脱結合定理, 研究会「四国セミナー」, 2014年12月.
山本 裕史 : 生態影響試験を用いた水環境の評価手法と実態, --- 大学研究者の立場から ---, 国立環境研究所 リファレンスラボラトリー 第7回生態影響試験実習セミナー, 2014年12月.
田口 太郎 : ``地域遺伝子''を探る, 2014年12月.
青矢 睦月 : 四国三波川帯の大歩危ユニット南部を横切る 八丁山断層の非存在, 第14回日本地質学会四国支部講演会要旨集, O-7, 2014年12月.
田口 太郎 : 四国・徳島における防災上の取組み, 2014年12月.
佐藤 征弥, 高橋 英誠, 近森 美保, 谷 由里恵, 安達 直之 : 徳島市城山に発生したホルトノキ萎黄病について, 第133回徳島生物学会, 2014年12月.
原田 新, 小野 覚久, 高橋 直樹, 伊槻 悟, 大岩 由利恵, 坂本 和歌子, 山田 真里, 渡邉 凌, 佐藤 高則, 中山 信太郎 : ふくしま，とくしま，ともに輝こうプロジェクトの活動報告, 平成26年度全学FD 徳島大学教育カンファレンス 発表抄録集, 52-53, 2014年12月.
古屋 S. 玲, 齊藤 隆仁 : 徳島大学における「物理学とその関連分野の教育に関する情報交換会」, --- (通称，物理 FD)の試み ---, 平成26年度全学FD 徳島大学教育カンファレンスin徳島, 14-15, 2014年12月.
古屋 S. 玲, 齊藤 隆仁, 井戸 慶治, 宮崎 隆義, 饗場 和彦, 三好 德和, 荒木 秀夫, 日野出 大輔, 佐々木 奈三江 : 徳島大学における「大学入門講座・読書レポート2014」の試み, --- 読書からアカデミック・ライティングへ ---, 平成26年度全学FD 徳島大学教育カンファレンスin徳島, 14-15, 2014年12月.
齊藤 隆仁 : リメディアル授業における学力と継続した学習意欲の関係, 平成26年度全学FD 徳島大学教育カンファレンスin徳島, 40-41, 2014年12月.
大橋 眞, 齊藤 隆仁, モロムジャム ツエンヘジャルガルガル, 孫 元至, ウガンバートル ガートルガー, 齊藤 隆仁 : グローバル化社会に向けた教養教育の課題, 平成26年度全学FD 徳島大学教育カンファレンスin徳島, 2014年12月.
古屋 S. 玲, 齋藤 隆仁, 井戸 慶治, 宮崎 隆義, 饗場 和彦, 三好 德和, 荒木 秀夫, 日野出 大輔, 吉本 勝彦, 佐々木 奈三江 : 徳島大学における「大学入門講座・読書レポート2014」の試み:読書からアカデミック・ライティングへ-, 平成26年度 FD推進プログラム 大学教育カンファレンス in 徳島, 2014年12月.
渡部 稔, 山城 考, 小川 誠 : タンポポを題材とした遺伝子解析の実験, 日本生物教育学会第98回研究発表予稿集, 30, 2015年1月.
中沢 道彦, 中村 豊, 濵田 竜彦, 川添 和暁, 荒川 隆史, 佐野 隆, 那須 浩郎, 百瀬 長秀, 宮坂 清, 塚原 秀之 : 八ヶ岳山麓における縄文時代の終末と生業変化, 2015年1月.
田口 太郎 : これまでの活動を振返り， これからの活動イメージをつかむ, 2015年2月.
塚本 章宏, 矢野 桂司, 赤間 亮, 金子 貴昭, 山路 正憲 : 近世近代期京都を対象とした諸職名匠・諸師諸芸のデジタルアトラス構築, 第4回 知識・芸術・文化情報学研究会, 2015年2月.
田口 太郎 : ``地域''に有効な移住政策, 2015年2月.
髙橋 晋一 : 「巡り」の文化論, --- 四国遍路と世界の巡礼 ---, 平成26年度徳島大学公開講座「空海と歩く-四国伊予遍路2015Ⅰ」, 2015年2月.
Hitomi Sakai, Kozue Edo, Maoko Yoshino, Hideyuki Nakagawa, Mitsuko Shinohara and Kiyoshi Ohura : Isolation of novel lectins from the globiferous pedicellariae of the toxopneustes sea urchin, Toxopneustes pileolus, 88th JPS Annual Meeting Program, 214p, Feb. 2015.
田口 太郎 : 地域資源を活かしながら，地域の懐かしい未来を描く, 2015年2月.
平井 松午 : 幕末蝦夷地における五稜郭・陣屋のGIS復原, 第8回四国GISシンポジウム・GIS学会四国支部研究発表会, 2015年2月.
内藤 徹, 塚本 章宏 : 南海トラフ地震とリスクの経済分析, 四国GISシンポジウム, 2015年2月.
塚本 章宏 : 3DGISから現実へ:津波浸水深度体験展示装置, 四国GISシンポジウム, 2015年2月.
塚本 章宏, 河原崎 貴光 : 津浪浸水深度体験展示の開発, 四国GISシンポジウム, 2015年2月.
矢部 拓也 : 人口減少時代・少子高齢化時代を鳴門市はどう乗り切るか!, --- ∼徳島県共通コンセプト「vs東京」からみる徳島の未来像∼ ---, 第48回鳴門市社会福祉大会, 2015年2月.
平井 松午 : 徳島大学附属図書館蔵の伊能図, 第25回徳島大学附属図書館学術講演会「伊能図の謎に迫る!」, 2015年2月.
塚本 章宏 : 超高精細画像で見る伊能図, 第25回徳島大学附属図書館学術講演会「伊能図の謎に迫る!」, 2015年2月.
矢部 拓也 : 中心市街地の活性化とは何か, 「あつまんべ」オープン記念 観光まちづくりシンポジウム, 2015年2月.
Kayoko Ueno : From a Closet in the Employers House: Facebook Activism among Foreign Domestic Workers, International Workshop on Intimate Lives of Labores, Graduate School of Asia-Pacific Studies, Waseda University, Mar. 2015.
塚本 章宏, 矢野 桂司, 赤間 亮, 金子 貴昭, 山路 正憲 : 近世近代期京都の地誌・案内記を対象としたデジタルアトラスの構築, 日本文化デジタルヒューマニティズ研究拠点シンポジウム, 2015年3月.
田口 太郎 : 地域づくりにおける人的支援, 2015年3月.
伏見 賢一 : PICO-LONの現状報告, LBGT2015(淡路市), 2015年3月.
伏見 賢一 : NaI(Tl)結晶の高純度化, LBGT2015(淡路市), 2015年3月.
髙橋 晋一 : COOL JAPAN-世界にひろがる日本文化, 徳島県立海部高等学校出張講義, 2015年3月.
青矢 睦月 : 四国三波川帯の大歩危ユニット南部を横切る 八丁山断層の非存在, 変成岩などシンポジウム須磨, 2015年3月.
都築 弘充, 横井川 久己男, 阿部 正範, 太田 明, 服部 武文 : (E)-, 第65回日本木材学会大会研究発表要旨集，東京都タワーホール船堀，東京都，2015年3月16日から18日, 2015年3月.
酒井 温子, 服部 武文, 吉村 剛 : 銅耐性担子菌による銅含有木材からの銅の運搬, 第65回日本木材学会大会研究発表要旨集，東京都タワーホール船堀，東京都，2015年3月16日∼18日, 2015年3月.
円山 萌, 西家 早紀, 元家 章太, 鑪迫 典久, 田村 生弥, 勝又 政和, 山本 裕史 : 吉野川および淀川流域河川の生態毒性と一般水質項目との多変量解析, 第49回日本水環境学会年会, 2015年3月.
元家 章太, 鑪迫 典久, 田村 生弥, 内田 雅也, 有薗 幸司, 山本 裕史 : 汽水域河川の生態毒性評価, 第49回日本水環境学会年会, 2015年3月.
石田 基広 : Rによる多変量解析入門, 情報機構公開講座, 2015年3月.
塚本 章宏 : 日和佐地区の建物外観悉皆調査, 「地域がキャンパス」 推進事業 日和佐まちづくりラボ報告会, 2015年3月.
山本 孝, 山岡 理恵, 馬木 良輔, 湯浅 賢俊 : タンタルおよびニオブ酸リチウム単結晶上の誘起高電場の解析, 第115回触媒討論会, 2015年3月.
伏見 賢一 : PICO-LONによる宇宙暗黒物質探索, 日本物理学会年次大会(早稲田大学), 2015年3月.
大熊 一正, 日置 善郎 : LHCでのトップクォーク生成・崩壊で生じるレプトンの角度分布解析, 日本物理学会年次大会, 2015年3月.
久田 旭彦, 小山 晋之, 齊藤 隆仁, 真岸 孝一, 程金 光, 松林 和幸, 上床 美也, 藤原 直樹, G Deng, E Pomjakushina, K Conder, D Mohan Radheep, R Thiyagarajan, S Esakkimuthu, S Arumugam : 梯子格子銅酸化物Sr1.4Ca12.6Cu24O41における電気抵抗の異方性と超伝導の圧力効果, 日本物理学会講演概要集, Vol.70, No.1, 2367, 2015年3月.
久慈 真吾, 池上 正太郎, 御池 卓貴, 井上 智正, 島 龍夫, 小山 晋之, 萩原 亮 : Pr124及び関連化合物の常圧下合成とと超伝導挙動の探索, 日本物理学会講演概要集, Vol.70, No.1, 2379, 2015年3月.
真岸 孝一, 渡邊 凌, 久田 旭彦, 齊藤 隆仁, 小山 晋之, 岡田 悟志, 神原 陽一, 大久保 尚紀, 伴 周一, 的場 正憲 : 遍歴電子強磁性体Sr2ScCoPO3のNMR, 日本物理学会講演概要集, Vol.70, No.1, 2434, 2015年3月.
鷹尾 忍, 関澤 央輝, Samjeske Gabor, 永松 伸一, 金子 拓真, 山本 孝, 東 晃太朗, 長澤 兼作, 宇留賀 朋哉, 岩澤 康裕 : 空間分解XAFS及びTEM/STEM-EDS同視野測定を用いた固体高分子形燃料電池の膜/電極接合体中の白金化学種分布に関する研究, 日本化学会第95春季年会, 2015年3月.
畠山 智充, 東 絵梨花, 海野 英昭, 郷田 秀一郎, 中川 秀幸 : ラッパウニ毒素タンパク質 Contractin A の cDNAクローニングと大腸菌による発現, 日本農芸化学会2015年度大会(岡山)プログラム集, 103, 2015年3月.
田口 太郎 : 様々な主体との連携から地域の総合的な自治を再生する, 2015年3月.
久保 誠輝, 北方 咲, 大村 D. 聡, 三好 德和 : 金属ストロンチウムを用いたアミド化合物へのモノアルキル化反応の開発, 日本化学会春季年会予稿集, 2015年3月.
塚本 章宏, 平井 松午 : 徳島大学附属図書館所蔵伊能図の高精細画像を用いた基礎的分析, 日本地理学会2015年春季学術大会, 2015年3月.
北方 咲, 山口 祐佳, 宮崎 泰彰, 大村 D. 聡, 三好 德和 : Grignard試薬より効率のよい金属ストロンチウムを用いた嵩高いカルボニル化合物に対するアルキル化反応の開発, 日本化学会春季年会予稿集, 2015年3月.
高橋 春香, 立田 彩和, 山口 祐佳, 宮崎 泰彰, 大村 D. 聡, 三好 德和 : 金属ストロンチウムによるエステルのジアルキル化を用いるアセチレン骨格の簡便な合成法, 日本化学会春季年会予稿集, 2015年3月.
大村 D. 聡, 森内 敏之, 平野 みさと, 三好 德和, 平尾 俊一 : フェニレンジアミン誘導体の置換基効果に基づく発光挙動, 日本化学会春季年会予稿集, 2015年3月.
田口 太郎 : 様々な主体との連携から地域の総合的な自治を再生する, 2015年3月.
Takamitsu Kawarasaki : 3D print city and view from the window, 展覧会「Kommen Sie nach Hause 14」(ケルン,ベルリン,ボーフム市内を巡回), May 2014.
平木 美鶴 : 木版画作品 「夏の果実4」, 第3回ウルサン国際木版画フェスティバル, 2014年6月.
平木 美鶴 : West WindsⅢ, --- 黒崎彰・斎藤修・平木美鶴 木版画3人展 ---, 2014年6月.
平木 美鶴 : 個展 眉峰ギャラリー, 平木美鶴作品展, 2014年7月.
中野 晋, 杉本 卓司, 山口 雅人, 齋藤 恒範, 西山 賢一 : 豪雨災害に備える, --- 平成16年台風10号災害より10年 ---, 徳島の環境 防災 まちづくり, No.2, 2014年9月.
平木 美鶴 : 夏の果実(六), 第9回高知国際版画トリエンナーレ展, 2014年10月.
中野 晋, 杉本 卓司, 山口 雅人, 齋藤 恒範, 村田 明広 : 巨大地震を迎え撃つ, 徳島の環境 防災 まちづくり, No.3, 2014年11月.
平木 美鶴 : 個展 髙島屋大阪店美術画廊, 平木美鶴個展, 2015年2月.
平木 美鶴 : 夏の果実5, 現代日本版画展, 2015年2月.
川野 卓二, 宮田 政徳, 吉田 博, 川瀬 和也, 久保田 祐歌, 金西 計英, 井戸 慶治, 齊藤 隆仁 : 徳島大学SIH道場∼アクティブ・ラーニング入門∼(平成27年度), 2015年3月.
公益財団法人徳島県文化振興財団, 髙橋 晋一 : 鳴門市撫養町宇佐八幡神社の「おごく」神事(短編), 公益財団法人徳島県文化振興財団平成26年度映像記録事業, 2015年3月.
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Shota Takahashi, Momoko Abe, Mayu Kanamoto, Yui Hamaji, Natsumi Yoshioka, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Contribution of different amino acids to thermostabilities of Geobacillus Cytidylate kinase, The 15th Annual Meeting of the Protein Science Society of Japan,The Program and Abstracts, Jun. 2015.
Shota Inoue, Shota Takahashi, Mayu Kanamoto, Yui Hamaji, Natsumi Yoshioka, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Exploration for amino acids contributing to the thermostabilities of Geobacillus Uridine kinase, The 15th Annual Meeting of the Protein Science Society of Japan,The Program and Abstracts, Jun. 2015.
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片山 真一 : NSW素数について, 日本フィボナッチ協会/研究集会, 2015年8月.
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北方 咲, 宮崎 泰章, 国井 博史, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : 金属ストロンチウムを用いた新たなメタラサイクル中間体の合成と新規合成手法の開発, 2015年日本化学会中国四国支部大会,岡山大学(岡山),講演番号 15EA03, 2015年11月.
高橋 春香, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : 金属ストロンチウムとアセチレンカルボン酸を用いる多置換イソベンゾフラノンの簡便合成手法の開発, 2015年日本化学会中国四国支部大会,岡山大学(岡山),講演番号 15EA04, 2015年11月.
豊田 哲也 : 地域格差と人口移動から見た三大都市圏の動向-地方創生政策と東京一極集中問題, 人文地理学会大会研究発表要旨, 2015年11月.
片山 真一, 小野 公輔, 住 彩花, 近藤 彰, 松澤 康平 : 海野十三と数学パズル, 日本科学史学会第19回西日本研究集会, 2015年11月.
石川 みづき, 三浦 哉, 田村 靖明, 橋本 裕司, 東 亜弥子 : 上肢の有酸素性運動が血管内皮機能に及ぼす影響, 第76回日本体力医学会 中国・四国地方会, 2015年11月.
三浦 哉, 田村 靖明, 橋本 裕司, 東 亜弥子, 石川 みづき : 一過性の断眠が血管内皮機能に及ぼす影響, 第76回日本体力医学会 中国・四国地方会, 2015年11月.
上野 加代子 : 「ネオリベラルリスク社会における児童虐待問題」第42回日本犯罪社会学会シンポジウム(「犯罪社会学におけるリスク社会論の意義」), 2015年11月.
村上 公一 : 一般化Hopf分岐の標準形の計算公式とその応用, 第12回生物数学の理論とその応用, 2015年11月.
土屋 敦 : シンポジウムオーガナイザー「近年の受精卵や配偶子への介入・操作技術に対して生命倫理学は何を言うのか，言うべきなのか」, 第27回日本生命倫理学会年次大会(千葉大学), 2015年11月.
石田 基広 : オープンデータの動向とR, 統計数理研究所研究報告会, 2015年11月.
Yurie Ohiwa, Mayu Kanamoto, Yui Hamaji, Natsumi Yoshioka, Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Shota Inoue and Takanori Satoh : Exploration for amino acids contributing to the conformational thermostabilities of Geobacillus stearothermophilus Nucleoside diphosphate kinase, Annual Meeting of The 88th Japanese Biochemical Society and the 38th Molecular Biology Society of Japan,The Program and Abstract, Dec. 2015.
Shota Inoue, Shota Takahashi, Mayu Kanamoto, Yui Hamaji, Natsumi Yoshioka, Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Amino acids contributing to the conformational thermostabilities of Geobacillus Uridine kinase, Annual Meeting of The 88th Japanese Biochemical Society and the 38th Molecular Biology Society of Japan,The Program and Abstract, Dec. 2015.
Yui Hamaji, Yurie Ohiwa, Natsumi Yoshioka, Mayu Kanamoto, Shota Inoue, Ken-ichi Nishiyama and Takanori Satoh : Exploration for Cu,Fe-tolelant bacteria from Myoho copper mine spoils in Wakayama prefecture, Annual Meeting of The 88th Japanese Biochemical Society and the 38th Molecular Biology Society of Japan,The Program and Abstract, Dec. 2015.
Yui Hamaji, Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Natsumi Yoshioka, Mayu Kanamoto, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : 16S rRNA gene analysis of bacteria from narezushi (fermented sushi) produced at Wakayama prefecture by clone library method, Annual Meeting of The 88th Japanese Biochemical Society and the 38th Molecular Biology Society of Japan,The Program and Abstract, Dec. 2015.
Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Genetic analysis of genes for pyrimidine nucleotide synthesizing enzymes from Anoxybacillus flavithermus, Annual Meeting of The 88th Japanese Biochemical Society and the 38th Molecular Biology Society of Japan,The Program and Abstract(LBA), Dec. 2015.
矢部 拓也 : 人口縮小社会における地域商店街の可能性, --- ―立派なお城は出来て，政令指定都市になり，くまモンは生まれ，新幹線も通ったけれど・・・― ---, 熊本県商店街振興組合連合会 平成27年度 後継者養成研修事業, 2015年12月.
Tohru Naito : Competition between efficient private firm and ecological public firm under mixed duopoly market, 九州経済学会, Dec. 2015.
O K Chunhsun, 山口 貴大, 出口 博之, 美藤 正樹, 萩原 亮, 小山 晋之 : YBCO超伝導セラミクスのグレイン間グラスおよび超伝導転移の磁場依存 II, 日本物理学会 九州支部例会 講演概要集, 2015年12月.
平井 松午 : 古地図GISの可能性, GIS Day in 四国 2015, 2015年12月.
塚本 章宏 : 超高精細画像データでみる徳島大学所蔵の伊能図, GIS Day in 四国 2015, 2015年12月.
Shinsuke Kishie, Shimizu Yukichi and Sakoguchi Yukako : Dialectal Forms Associated with the Word Taiyo (Rice) in Japanese, Dec. 2015.
日置 善郎 : トップ生成・崩壊における脱結合定理の視覚的理解, 研究会「四国セミナー」, 2015年12月.
佐藤 高則, 濵地 由衣, 井上 翔太, 高橋 昇汰, 瀬部 直之, 牧野 祐未子, 坂口 雅俊, 大岩 由利恵, 石田 啓祐 : 阿南市石灰鉱山由来の炭酸カルシウム耐性微生物の探索, 徳島生物学会会報, Vol.68, No.2, 11, 2015年12月.
佐藤 征弥, 種ヶ嶋 絵里, 網田 克明, 川上 三郎 : ドイツ兵が造った大麻比古神社境内林の公園, 徳島生物学会第135回総会, 2015年12月.
三浦 哉, 田村 靖明, 橋本 祐司, 石川 みづき, 東 亜弥子 : 座業時の休憩様式の違いが血管内皮機能に及ぼす影響, 第70回日本体力医学会大会, Vol.64, No.64, 582, 2015年12月.
田村 靖明, 三浦 哉, 橋本 祐司, 石川 みづき, 東 亜弥子, 松本 真巳 : 一過性の高強度間欠的運動が血管内皮機能に及ぼす影響, 第70回日本体力医学会大会, Vol.64, No.64, 583, 2015年12月.
橋本 裕司, 三浦 哉, 田村 靖明, 高橋 良徳, 松本 真巳 : 高齢女性の動脈スティフネスと生活体力との関係, 第70回日本体力医学会大会, Vol.64, No.64, 695, 2015年12月.
出口 憲市, 三浦 哉, 江西 哲也, 佐藤 紀, 大澤 俊文, 加藤 真介 : 歩幅の異なるWalking様式の3次元動作解析および酸素消費量へ及ぼす影響, 第70回日本体力医学会大会, Vol.64, No.64, 600, 2015年12月.
西山 賢一, 鳥井 真之, 横田 修一郎, 若月 強, 井上 弦 : 阿蘇カルデラ斜面における斜面崩壊・土石流の発生頻度の推定, 国際火山噴火史情報研究集会講演要旨集, No.2, 83-90, 2016年1月.
小野 覚久, 村中 貴恵, 伊槻 悟, 井上 翔太, 小林 大起, 都築 弘充, 森 健太朗, 大岩 由利恵, 坂本 和歌子, 山田 真里, 高橋 直樹, 渡邉 凌, 佐藤 高則, 山本 真由美, 中山 信太郎 : 東日本大震災から学ぶ，防災教育の実態とあり方 ∼福島と徳島における放射線教育についての調査報告を含めて∼, 平成27年度全学FD 徳島大学教育カンファレンス 発表抄録集, 60-61, 2016年1月.
行實 鉄平, 佐藤 充宏 : Jリーグチームをフィールドとした体験学習プログラムのジェネリックスキル評価, 大学教育カンファレンスin徳島 発表抄録集, 20-21, 2016年1月.
平井 松午 : 徳大本伊能図の来歴と特徴, 国立大学法人徳島大学附属図書館主催 伊能図検証プロジェクトシンポジウム, 2016年1月.
Kayoko Ueno : Thoughts on implementing a program for employing foreign household workers in Japan, Integration of Migrants and Social Policy Issues Reflections from Japan, Korea and Thailand towards Creation of Inclusive Society, Kobe Center for Oversea Migration and Cultural Interaction. International Workshop, Jan. 2016.
塚本 章宏 : 超高精細画像データで見る徳大本伊能図の針穴, シンポジウム「伊能図を科学する-徳島大学附属図書館所蔵伊能図の学術調査報告-」, 2016年1月.
矢部 拓也 : 「地方消滅」言説下における地方都市のまちづくりの行方, --- 地方創生は「選択と集中」?「社会保障」?「新自由主義」? ---, 社会科学系コンソーシアム, 2016年1月.
佐藤 充宏 : スポーツ少年団における活動・指導を通して:パネルディスカッション「2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会を今後のスポーツによる青少年健全育成について考える」, ジュニアスポーツの育成と安全・安心フォーラム平成27年度講演録, 22-27, 2016年2月.
岸江 信介 : 私の方言研究, 2016年2月.
髙橋 晋一 : 共通教育賞受賞者による授業紹介「異文化/自文化研究へのいざない」, 全学共通教育・総合科学部合同FD企画「特色ある授業から見る学生に必要な教育とは?」, 2016年2月.
塚本 章宏 : 近世近代期京都の地誌・案内記を対象としたデジタルアトラスの構築, 立命館大学アート・リサーチセンター 文部科学省 共同利用・共同研究拠点「日本文化資源デジタル・アーカイブ研究拠点」 2015年度 成果発表会, 2016年2月.
前川 勇太, 矢部 拓也, 塚本 章宏 : 美波町日和佐地区における''あわえ''を中心とした町並み景観の保存の可能性, 四国GISシンポジウム, 2016年2月.
小黒 瑞季, 塚本 章宏 : 積雪時における津波災害避難場所の最適立地に関する研究 -北海道函館市を事例に-, 四国GISシンポジウム, 2016年2月.
河東 直斗, 塚本 章宏 : 超高精細画像を用いた針穴比較による伊能図の描画精度の解明, 四国GISシンポジウム, 2016年2月.
塚本 章宏 : 文系学生のためのGIS教育(パネルディスカッション:空間情報教育), 四国GISシンポジウム, 2016年2月.
Shinsuke Kishie, Yukichi Shimizu and Yukako Sakoguchi : Dialectal Forms Associated with the Word Taiyo (MILK) in Japanese, Feb. 2016.
中山 慎一, 増山 繁 : 区間グラフ上における非端末節点集合を伴う全域木を求める線形時間アルゴリズム, 日本OR学会春季研究発表会, 2016年3月.
髙橋 晋一 : 現代社会と四国遍路, --- 遍路を迎える「地域」の取り組み ---, 平成27年度徳島大学公開講座「空海と歩く-四国讃岐遍路2016」, 2016年3月.
平井 松午 : 学術調査にもとづく徳大本伊能図の評価, 徳島大学附属図書館主催伊能図講演会「伊能忠敬と沿海地図・官板実測日本地図-徳島大学附属図書館所蔵伊能図の学術調査報告-」, 2016年3月.
塚本 章宏 : 超高精細画像データでみる徳大本伊能図の針穴, 伊能図講演会「伊能忠敬と沿海地図・官板実測日本地図 -徳島大学附属図書館所蔵伊能図の学術調査報告-」, 2016年3月.
高岡 美沙希, 佐藤 充宏 : スポーツ少年団における保護者の期待と悩みを抱える「場」の構造, 平成27年度四国・体育スポーツ学会発表抄録, 2016年3月.
村上 公一 : 3種Lotka-Volterra競争系の極限周期軌道, 阿波セミナー2016「非線形現象の数理解析」, 2016年3月.
伏見 賢一 : PICO-LONの現状報告, LBGT2016(徳島市), 2016年3月.
伏見 賢一 : PICO-LONの現状報告, LBGT2016(徳島市), 2016年3月.
大熊 一正, 日置 善郎 : 一般化tbW結合の模型に依存しない解析, 日本物理学会年次大会, 2016年3月.
伏見 賢一 : PICO-LON報告:高感度NaI(Tl)検出器による宇宙暗黒物質探索の現状, 日本物理学会第71回年次大会(東北学院大学泉キャンパス), 2016年3月.
渡邊 凌, 真岸 孝一, 久田 旭彦, 齊藤 隆仁, 小山 晋之, 岡田 悟志, 神原 陽一, 大久保 尚紀, 伴 周一, 的場 正憲 : Sr2Sc(Co1-xFex)PO3のNMR Ⅱ, 日本物理学会講演概要集, Vol.71, No.1, 2016年3月.
豊田 哲也, 高石 優衣 : フードデザート問題を解決するソーシャル・イノベーションの可能性, 日本地理学会発表要旨集, Vol.87, 2016年3月.
久田 旭彦, 小山 晋之, 齊藤 隆仁, 真岸 孝一, 藤原 直樹, 松林 和幸, 上床 美也, G Deng, E Pomjakushina, K Conder, D Mohan Radheep, R Thiyagarajan, S Esakkimuthu, S Arumugam : 63Cu-NMRによる 梯子格子銅酸化物Sr1.4Ca12.6Cu24O41の圧力誘起超伝導の研究, 日本物理学会講演概要集, Vol.71, No.1, 2016年3月.
山本 孝, 山下 歩美 : 液体電極プラズマ発光分析における感度因子および廃鉱山排水中堆積物からの抽出水の分析, 日本鉄鋼協会第171回春季講演大会, 2016年3月.
西澤 高宏, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : 金属ストロンチウムを用いるメタラサイクル中間体の調製とそれを用いるストロンチウムアセチリドの合成, 日本化学会第96春季年会,同志社大学京田辺キャンパス(京都),講演番号 3PC-071, 2016年3月.
立田 彩和, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : ストロンチウムアミドを用いる新規合成手法の開発, 日本化学会第96春季年会,同志社大学京田辺キャンパス(京都),講演番号 3PC-072, 2016年3月.
高橋 春香, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : 金属ストロンチウムとアセチレンカルボン酸を用いるアセチレン骨格を二つ持つエステルの簡便合成手法の開発, 日本化学会第96春季年会,同志社大学京田辺キャンパス(京都),講演番号 3H7-29, 2016年3月.
大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : 金属ストロンチウムを用いる芳香族炭化水素の水素化反応の開発, 日本化学会第96春季年会,同志社大学京田辺キャンパス(京都),講演番号 3H7-30, 2016年3月.
上野 雅晴, 喜多 亜希子, 室井 長帰, 大村 D. 聡, 和田 眞, 三好 德和 : ビスマス塩を触媒として用いる環境調和型酸化反応の開発, 日本化学会第96春季年会,同志社大学京田辺キャンパス(京都),講演番号 3H1-33, 2016年3月.
平木 美鶴 : 夏の果実(五), 第4回バンコク国際版画ドローイングトリエンナーレ展, 2015年4月.
平木 美鶴 : 個展 ジェイアール名古屋髙島屋美術画廊, 平木美鶴作品展, 2015年4月.
Takamitsu Kawarasaki : imitation flower and [Pine tree Flowering plants - Hasegawa Tohaku], Kommen Sie Nach Hause 15, Jun. 2015.
平木 美鶴 : 個展 横浜髙島屋美術画廊, 平木美鶴作品展, 2015年7月.
田口 太郎 : T邸改修設計, 2015年9月.
平木 美鶴 : 9月の果実, 第60回CWAJ現代版画展, 2015年10月.
河原崎 貴光 : 津波浸水深度仮想体験装置 実寸大体感展示, 総合科学部2号館壁面, 2015年12月.
川野 卓二, 宮田 政徳, 吉田 博, 川瀬 和也, 久保田 祐歌, 金西 計英, 井戸 慶治, 齊藤 隆仁 : 徳島大学SIH道場∼アクティブ・ラーニング入門∼(平成28年度), 2016年2月.
財団法人徳島県文化振興財団, 髙橋 晋一 : 宅宮神社の神踊り(短編), 財団法人徳島県文化振興財団平成27年度映像記録事業, 2016年3月.
財団法人徳島県文化振興財団, 髙橋 晋一 : 宅宮神社の神踊り(長編), 財団法人徳島県文化振興財団平成27年度映像記録事業, 2016年3月.
髙橋 晋一 : 阿波学会寄稿 阿南市総合学術調査から(下), 徳島新聞, 11, 2015年6月.
髙橋 晋一 : 阿波の祭りと芸能, 徳島新聞, 11, 2015年6月.
田口 太郎 : アクション・リサーチを通しての研究者と大学の役割, 2015年7月.
Yui Hamaji, Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Mayu Kanamoto, Natsumi Yoshioka, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Uncultured Leuconostoc sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: KozaH1, --- 16S rRNA gene analysis of bacteria from narezushi (fermented sushi of Saury) produced at Kozagawa,Wakayama prefecture by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database., LC075522, Sep. 2015.
Yui Hamaji, Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Mayu Kanamoto, Natsumi Yoshioka, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Uncultured Leuconostoc sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: KozaH2, --- 16S rRNA gene analysis of bacteria from narezushi (fermented sushi of Saury) produced at Kozagawa,Wakayama prefecture by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database., LC075523, Sep. 2015.
Yui Hamaji, Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Mayu Kanamoto, Natsumi Yoshioka, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Uncultured Leuconostoc sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: KozaH3, --- 16S rRNA gene analysis of bacteria from narezushi (fermented sushi of Saury) produced at Kozagawa,Wakayama prefecture by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database., LC075524, Sep. 2015.
Yui Hamaji, Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Mayu Kanamoto, Natsumi Yoshioka, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Uncultured Leuconostoc sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: KozaH4, --- 16S rRNA gene analysis of bacteria from narezushi (fermented sushi of Saury) produced at Kozagawa,Wakayama prefecture by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database., LC075525, Sep. 2015.
Yui Hamaji, Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Mayu Kanamoto, Natsumi Yoshioka, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Uncultured Leuconostoc sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: KozaH5, --- 16S rRNA gene analysis of bacteria from narezushi (fermented sushi of Saury) produced at Kozagawa,Wakayama prefecture by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database., LC075526, Sep. 2015.
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小柴 太一, 山本 直樹, 飛松 裕基, 山村 正臣, 鈴木 史朗, 服部 武文, 向井 まい, 野田 壮一郎, 柴田 大輔, 坂本 正弘, 梅澤 俊明 : バイオマスリファイナリー展開に向けた活性型転写因子の過剰発現によるリグニン生合成の増強, 第67回日本木材学会大会研究発表要旨集, 130, 2017年3月.
大熊 一正, 上嶋 明, 日置 善郎 : 有効ラグランジアンに基づくtbW結合の拡張可能性, 日本物理学会年次大会, 2017年3月.
鷹尾 忍, 関澤 央輝, Samjeske Gabor, 金子 拓真, 東 晃太朗, 東 晃太朗, 趙 暁, 吉田 祐介, 坂田 智裕, 山本 孝, 宇留賀 朋哉, 岩澤 康裕 : ナノXAFS-TEM/STEM-EDS同視野測定法による燃料電池MEA内の合金カソード触媒層の劣化分布・因子の解明に関する研究, 日本化学会第97春季年会, 2017年3月.
村中 貴恵, 小山 晋之, 久田 旭彦, 真岸 孝一, 齊藤 隆仁, 萩原 亮 : サイトレイト・パイロリシス法を用いて作成された超微細セラミックス高温超伝導体の酸化・還元効果, 日本物理学会講演概要集, Vol.72, No.1, 2017年3月.
伊東 拓, 六人部 陽介, 萩原 亮, 島 龍夫, 小山 晋之 : サイトレイト・パイロリシス前駆体の焙焼処理によってPr247単一相を生成させる手法, 日本物理学会講演概要集, Vol.72, No.1, 2121, 2017年3月.
横井川 久己男, 高橋 啓子, 金丸 芳 : 非生物素材に付着した大腸菌O157のバイオフィルム形成, 日本農芸化学会2017大会, 2017年3月.
西澤 高宏, 北方 咲, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : 金属ストロンチウムを用いるメタラサイクル中間体の調製とそれを用いる新たな反応の開発, 日本化学会第97春季年会, 慶應義塾大学日吉キャンパス(神奈川),講演番号 4D4-01, 2017年3月.
下田 亮介, 阿比留 保奈美, 小松 翔, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : ストロンチウムアルコキシドを用いる新規合成手法の開発, 日本化学会第97春季年会, 慶應義塾大学日吉キャンパス(神奈川),講演番号 4D4-02, 2017年3月.
伏見 賢一 : NaI(Tl)による宇宙暗黒物質探索(PICO-LON)報告, 日本物理学会第72回年次大会(大阪大学待兼山キャンパス), 2017年3月.
岡 直宏, 篠本 聖太, 小川 純司, 團 昭紀, 齋藤 稔(技術補佐員), 濵野 龍夫 : 地下海水を用いた紅藻Agardhiella subulataおよび藻食性巻貝トコブシの複合養殖, 日本藻類学会第41回大会 高知2017, 2017年3月.
佐藤 充宏 : とくしまチャレンジプログラム2016, とくしまチャレンジプログラム 徳島県子どもの体力向上推進委員会, 2016年6月.
平木 美鶴 : 木版画作品「果実と金魚」, 第17回中華民国国際版画ビエンナーレ展, 2016年6月.
平木 美鶴 : 絵画作品「空花」(60.5cm×91.5cm), 第1回枕崎国際芸術賞展, 2016年7月.
Takamitsu Kawarasaki : 平面作品「graphic novel」の展示, kommen sie nach hause 16, Nov. 2016.
平木 美鶴 : 木版画作品「赤き絨毯と食卓」, トリプナグラフィック2016日本版画展, 2016年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「VRset」の発表公演, 黒歴史はiNG, 2016年11月.
佐原 理 : DIY 紙でつくるLEDディスプレイ, 徳島市LEDアートフェスティバル, 2016年12月.
Takamitsu Kawarasaki : 平面作品「graphic novel」の展示, Kommen sie nach Hause in Hameln, Dec. 2016.
川野 卓二, 宮田 政徳, 吉田 博, 久保田 祐歌, 金西 計英, 井戸 慶治, 齊藤 隆仁, 新原 将義 : 徳島大学SIH道場∼アクティブ・ラーニング入門∼(平成29年度), 2017年2月.
平木 美鶴 : 個展 髙島屋大阪店美術画廊, 平木美鶴個展, 2017年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「old TV」の発表公演, JAZZ PARK, 2017年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Future funk」の発表公演, 黒歴史はiNG, 2017年2月.
河原崎 貴光 : 徳島県立近代美術館企画による特別展示「fake，家族/草履虫」, 徳島県立近代美術館, 2017年3月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「TV soul」の発表公演, Pop-up Pirate, 2017年3月.
公益財団法人徳島県文化振興財団, 髙橋 晋一 : 津田の盆踊り(短編), 公益財団法人徳島県文化振興財団平成28年度映像記録事業, 2017年3月.
公益財団法人徳島県文化振興財団, 髙橋 晋一 : 津田の盆踊り(長編), 公益財団法人徳島県文化振興財団平成28年度映像記録事業, 2017年3月.
上野 加代子 : 斡旋業者をめぐるフィリピン人家事労働者とシンガポールNGOの闘い ― 払いすぎた仲介料の返還運動, 『MネットMigrants Network』, No.186, 28-29, 2016年4月.
上野 加代子 : 書評『デボラ・チェンバース『友情化する社会 ー 断片化のなかの新たな〈つながり〉』(岩波書店), 図書新聞, No.3253, 5, 2016年4月.
Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Anoxybacillus flavithermus ndk gene for nucleoside diphosphate kinase, complete cds, strain: NBRC 15317, --- Genetic analysis of genes for pyrimidine nucleotide synthesizing enzymes from Anoxybacillus flavithermus ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC128785, May 2016.
Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Anoxybacillus flavithermus uk gene for uridine kinase, complete cds, strain: NBRC 15317, --- Genetic analysis of genes for pyrimidine nucleotide synthesizing enzymes from Anoxybacillus flavithermus ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC128786, May 2016.
Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Anoxybacillus flavithermus cmpk gene for cytidylate kinase, complete cds, strain: NBRC 15317, --- Genetic analysis of genes for pyrimidine nucleotide synthesizing enzymes from Anoxybacillus flavithermus ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC128787, May 2016.
Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Anoxybacillus flavithermus thyA gene for thymidylate synthase, complete cds, strain: NBRC 15317, --- Genetic analysis of genes for pyrimidine nucleotide synthesizing enzymes from Anoxybacillus flavithermus ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC128788, May 2016.
Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Anoxybacillus flavithermus tdk gene for thymidine kinase, complete cds, strain: NBRC 15317, --- Genetic analysis of genes for pyrimidine nucleotide synthesizing enzymes from Anoxybacillus flavithermus ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC128789, May 2016.
Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Anoxybacillus flavithermus tmk gene for thymidylate kinase, complete cds, strain: NBRC 15317, --- Genetic analysis of genes for pyrimidine nucleotide synthesizing enzymes from Anoxybacillus flavithermus ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC128790, May 2016.
Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Shota Inoue, Yurie Ohiwa and Takanori Satoh : Anoxybacillus flavithermus umpk gene for uridylate kinase, complete cds, strain: NBRC 15317, --- Genetic analysis of genes for pyrimidine nucleotide synthesizing enzymes from Anoxybacillus flavithermus ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC128791, May 2016.
Yui Hamaji, Yurie Ohiwa, Natsumi Yoshioka, Mayu Kanamoto, Shota Inoue, Ken-ichi Nishiyama and Takanori Satoh : Geobacillus sp. S5-1-11 gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, --- Exploration for Cu,Fe-tolerant bacteria from Myoho copper mine spoils in Wakayama prefecture ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC129500, May 2016.
Yui Hamaji, Yurie Ohiwa, Natsumi Yoshioka, Mayu Kanamoto, Shota Inoue, Ken-ichi Nishiyama and Takanori Satoh : Paenibacillus sp. S5-1Fe gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, --- Exploration for Cu,Fe-tolerant bacteria from Myoho copper mine spoils in Wakayama prefecture ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC129501, May 2016.
Yui Hamaji, Yurie Ohiwa, Natsumi Yoshioka, Mayu Kanamoto, Shota Inoue, Ken-ichi Nishiyama and Takanori Satoh : Streptomyces sp.S10G5B gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, --- Exploration for Cu,Fe-tolerant bacteria from Myoho copper mine spoils in Wakayama prefecture ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC129502, May 2016.
Yui Hamaji, Yurie Ohiwa, Natsumi Yoshioka, Mayu Kanamoto, Shota Inoue, Ken-ichi Nishiyama and Takanori Satoh : Streptomyces sp.S96-001 gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, --- Exploration for Cu,Fe-tolerant bacteria from Myoho copper mine spoils in Wakayama prefecture ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC129503, May 2016.
Yui Hamaji, Yurie Ohiwa, Natsumi Yoshioka, Mayu Kanamoto, Shota Inoue, Ken-ichi Nishiyama and Takanori Satoh : Rahnella sp. S15-1 gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, --- Exploration for Cu,Fe-tolerant bacteria from Myoho copper mine spoils in Wakayama prefecture ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC129504, May 2016.
Yui Hamaji, Yurie Ohiwa, Natsumi Yoshioka, Mayu Kanamoto, Shota Inoue, Ken-ichi Nishiyama and Takanori Satoh : Streptomyces sp.S10G5R gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, --- Exploration for Cu,Fe-tolerant bacteria from Myoho copper mine spoils in Wakayama prefecture ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC129505, May 2016.
Yui Hamaji, Yurie Ohiwa, Natsumi Yoshioka, Mayu Kanamoto, Shota Inoue, Ken-ichi Nishiyama and Takanori Satoh : Streptomyces sp.S10Cu gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, --- Exploration for Cu,Fe-tolerant bacteria from Myoho copper mine spoils in Wakayama prefecture ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC129506, May 2016.
Yui Hamaji, Yurie Ohiwa, Natsumi Yoshioka, Mayu Kanamoto, Shota Inoue, Ken-ichi Nishiyama and Takanori Satoh : Staphylococcus sp. S5-1-2Y gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, --- Exploration for Cu,Fe-tolerant bacteria from Myoho copper mine spoils in Wakayama prefecture ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC129507, May 2016.
Yui Hamaji, Yurie Ohiwa, Natsumi Yoshioka, Mayu Kanamoto, Shota Inoue, Ken-ichi Nishiyama and Takanori Satoh : Staphylococcus sp. S5-1-2WY gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, --- Exploration for Cu,Fe-tolerant bacteria from Myoho copper mine spoils in Wakayama prefecture ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC129508, May 2016.
Yui Hamaji, Yurie Ohiwa, Natsumi Yoshioka, Mayu Kanamoto, Shota Inoue, Ken-ichi Nishiyama and Takanori Satoh : Staphylococcus sp. S5-1-2W gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, --- Exploration for Cu,Fe-tolerant bacteria from Myoho copper mine spoils in Wakayama prefecture ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC129509, May 2016.
Yui Hamaji, Yurie Ohiwa, Natsumi Yoshioka, Mayu Kanamoto, Shota Inoue, Ken-ichi Nishiyama and Takanori Satoh : Streptomyces sp.S3Cu gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, --- Exploration for Cu,Fe-tolerant bacteria from Myoho copper mine spoils in Wakayama prefecture ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC129510, May 2016.
Yui Hamaji, Yurie Ohiwa, Natsumi Yoshioka, Mayu Kanamoto, Shota Inoue, Ken-ichi Nishiyama and Takanori Satoh : Paenibacillus sp. S5-1-1 gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, --- Exploration for Cu,Fe-tolerant bacteria from Myoho copper mine spoils in Wakayama prefecture ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC129511, May 2016.
佐藤 高則 : まなびの森講演会 「藍染めの世界へようこそ!」, 放送大学徳島学習センター公開講演会「まなびの森講演会」, 2016年5月.
田口 太郎 : 地域おこし協力隊 現状認識と課題/対応, 2016年5月.
佐藤 充宏, 行實 鉄平 : みるスポーツに関連する授業と課題-スタジアムとみるスポーツを教材としたアクティブラーニングー, 第64回中国・四国地区大学教育研究会, 17, 2016年6月.
河原崎 貴光 : 嗜好文化の多様性に関する研究会, ナガヤプロジェクト, 2016年10月.
山本 孝 : 固体表面の酸・塩基点とその触媒機能, 近畿化学協会触媒・表面部会 入門触媒科学セミナー, 2016年10月.
佐藤 高則 : FD企画「教育の質保証に向けたTAの活用」, --- 実験・実習授業におけるTAの活用 ---, 大学院総合科学教育部FD企画「教育の質保証に向けたTAの活用」, 2016年10月.
河原崎 貴光 : 嗜好文化の多様性に関する研究会, ナガヤプロジェクト, 2016年11月.
山本 孝 : XAFS, 近畿化学協会触媒・表面部会 ナノ材料の表面分析講習, 2016年11月.
河原崎 貴光 : 嗜好文化の多様性に関する研究会, ナガヤプロジェクト, 2016年12月.
渡部 稔, 大橋 眞 : 高大連携事業「高校生の大学研究室への体験型学習プログラム」実施報告(第7報), 平成28年度全学FD推進プログラム 大学教育カンファレンス in 徳島, 48-49, 2016年12月.
土屋 敦 : 学生の思考をくすぐる授業を準備するための舞台裏ー「生命倫理と現代社会」でのグループ・ディスカッションの活用を例に, 平成28年度徳島大学「大学教育加速プログラム」シンポジウム アクティブ・ラーニング&反転授業, 2016年12月.
髙橋 晋一 : 歴史学と民俗学の接合に向けて, 阿波郷土史研究, No.13, 41-42, 2017年1月.
河原崎 貴光 : 嗜好文化の多様性に関する研究会, ナガヤプロジェクト, 2017年1月.
秋吉 研二, Ahmed Ibrahim Elhossany Elmarhomy, 武岡 大輔, 時久 栞, 山本 真由美, 中山 信太郎, 佐藤 高則 : 社会的弱者，特に外国人と女性の視点から学ぶ減災, 平成28年度総合科学教育部プロジェクト研究I 発表会, 2017年2月.
河原崎 貴光 : 嗜好文化の多様性に関する研究会, ナガヤプロジェクト, 2017年2月.
河原崎 貴光 : 嗜好文化の多様性に関する研究会, ナガヤプロジェクト, 2017年3月.
棚田 教生, 岡 直宏, 濵野 龍夫 : 美波町由岐地区におけるワカメ養殖試験, 徳島県立農林水産総合技術支援センター 水産研究課事業報告書 平成27年度, 71-72, 2016年10月.
Hajime Miura, Yasuaki Tamura, Yuji Hashimoto, Miduki Ishikawa and Ayako Azuma : Influence of acute sleep deprivation on the vascular endothelial function in the daytime, The Journal of Physical Fitness and Sports Medicine, Vol.5, No.6, 448, Dec. 2016.
Yasuaki Tamura, Hajime Miura, Yuji Hashimoto, Miduki Ishikawa and Ayako Azuma : Effects of acute interval exercises consisting of different exercise intensities on the vascular endothelial function, The Journal of Physical Fitness and Sports Medicine, Vol.5, No.6, 453, Dec. 2016.
Mizuki Ishikawa, Hajime Miura, Yasuaki Tamura, Yuji Hashimoto and Ayako Azuma : Effect of an acute aerobic arm-crank exercise on the vascular endothelial function of the upper and lower limbs, The Journal of Physical Fitness and Sports Medicine, Vol.5, No.6, 453, Dec. 2016.
Kenichi Deguchi, Hajime Miura and Shinsuke Katoh : Effect of acute repetition exercise on the energy metabolism and blood glucose concentration in obese type 2 diabetes patient, The Journal of Physical Fitness and Sports Medicine, Vol.5, No.6, 461, Dec. 2016.
Ayako Azuma, Hajime Miura, Yasuaki Tamura, Mizuki Ishikawa and Yuji Hashimoto : Acute effects of oral antioxidants on the vascular endothelial function under passive smoking, The Journal of Physical Fitness and Sports Medicine, Vol.5, No.6, 530, Dec. 2016.
Yuji Hashimoto, Hajime Miura, Yasuaki Tamura, Ayako Azuma and Mizuki Ishikawa : Effects of a single leg-cycling exercise on the vascular endothelial function, The Journal of Physical Fitness and Sports Medicine, Vol.5, No.6, 562, Dec. 2016.
宮崎 隆義, 石川 榮作, 佐藤 征弥, 境 泉洋 : グローバリズムとモラエス, --- モラエスが世界に広げた〈徳島の自然・人・心〉の再構築 ---, 徳島大学地域科学研究, Vol.6, No.0, 26-29, 徳島, 2016年12月.
秋吉 研二, Ahmed Ibrahim Elhossany Elmarhomy, 武岡 大輔, 時久 栞, 山本 真由美, 中山 信太郎, 佐藤 高則 : 平成28年度プロジェクト研究I(佐藤グループ)報告書, --- 社会的弱者，特に外国人と女性の視点から学ぶ減災 ---, 平成28年度総合科学教育部プロジェクト研究I 報告書, 1-11, 徳島, 2017年1月.
佐藤 充宏 : 研究報告 6.健やかライフ・習慣化マップによる効果測定, 平成28年度スーパー食育スクール事業報告書, 41-57, 2017年2月.
西山 賢一 : 越高遺跡B地点 地形・地質調査結果, 熊本大学 考古学研究室報告, Vol.52, 36-40, 2017年3月.
田口 太郎 : まんのう町ことなみ未来会議事業委託業務「旧琴南町・川奥，西谷地区集落調査報告書, 1-72, 2017年3月.
岸江 信介, 清水 勇吉, 峪口 有香子, 塩川 奈々美 : 近畿言語地図, 2017年3月.
佐藤 高則 : 平成28年度 教養教育授業方法等改善経費使用実績報告書, --- イノベーション科目「つたえることとものづくり∼藍染めの科学∼」における授業内容充実のための経費申請 ---, 平成28年度 教養教育授業方法等改善経費使用実績報告書, 1-2, 徳島, 2017年3月.
佐藤 征弥 : モラエス翁記念碑について, 「モラエス顕彰による地方創生プロジェクト」論集, No.3, 26-31, 2017年3月.
中村 豊, 川添 和暁, 久保 和士, 那須 浩郎, 中沢 道彦 : 縄文/弥生移行期における農耕の実態解明に関する研究, 徳島市, 2017年3月.
徳島民俗学会, 髙橋 晋一 : 鳴門市の獅子舞 調査報告書, --- 鳴門市教育委員会文化財調査報告書9 ---, 鳴門, 2017年3月.
山本 真由美, 中山 信太郎, 佐藤 高則, 荒木 秀夫, 小野 覚久 : 東北大震災から5年，福島は今 ―福島から学ぶ― シンポジウム, 平成28年度 総合科学部部局長裁量経費 「地域交流プロジェクト」成果報告書, 徳島, 2017年3月.
塚本 章宏 : 徳島県海部郡美波町桜町地区建物悉皆調査報告書, 徳島県海部郡美波町桜町地区建物悉皆調査報告書, 1-46, 2017年3月.
塚本 章宏 : 徳島県那賀郡那賀町木頭出原・和無田地区建物外観悉皆調査報告書, 徳島県那賀郡那賀町木頭出原・和無田地区建物外観悉皆調査報告書, 1-44, 2017年3月.
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平井 松午 : 古地図・城下絵図をデジタルマップで読む -歴史GISの挑戦-, 米沢史学会公開シンポジウム「米沢城下絵図とデジタルマップ-その構築・分析・活用まで-」, 2017年11月.
遠藤 藍, 岩渕 望, 前島 健作, 亀山 統一, 佐藤 征弥, 難波 成任, 大島 研郎 : ホルトノキ萎黄病を引き起こすファイトプラズマの同定, 樹木医学会第22回大会, 2017年11月.
中村 豊 : 四国地方の集落と遺跡群, 2017年11月.
三浦 哉, 石川 みづき : 一過性の下肢への電気刺激と低強度の持久的運動の併用が血管内皮機能に及ぼす影響, 第4回日本骨格筋電気刺激研究会学術集会, 2017年11月.
西山 賢一, 丹野 祥一, 岡林 眞姫, 山上 陽平, 中尾 賢一, 川村 教一, 田村 俊之 : ボーリング資料に基づく徳島平野の地下地質, 日本地質学会四国支部講演会資料, 6, 2017年12月.
佐藤 丈弘, 神川 憲, 小笠原 正道, 森 聖治 : 面不斉ホスフィンーオレフィン配位子を用いたRh触媒不斉1,4-付加反応の理論的研究, 第27回日本化学会関東支部茨城地区研究交流会, 2017年12月.
Haruka Iwata, Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Kenji Akiyoshi-Hiraoka, Shota Inoue and Takanori Satoh : Genetic analysis and thermostabilities of nucleoside diphosphate kinases from two moderately thermophiles, ConBio2017 Abstracts, Dec. 2017.
Ai Hasegawa, Daiki Fujimoto, Kouta Nagai, Narumi Maegawa, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Kenji Akiyoshi-Hiraoka, Shota Inoue and Takanori Satoh : Genetic analysis and thermostabilities of cytidylate kinases from two moderately thermophiles, ConBio2017 Abstracts, Dec. 2017.
Hajime Nonoichi, Shota Inoue, Kouta Nagai, Daiki Fujimoto, Narumi Maegawa, Haruka Iwata, Ai Hasegawa, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Genetic analysis and expression of genes for uridine nucleotide synthesizing enzymes from two moderately thermophiles, ConBio2017 Abstracts, Dec. 2017.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Phylogenetic analysis of bacteria from Awa Bancha and non-fermented tea leaves produced at Miyoshi City, Tokushima, ConBio2017 Abstracts, Dec. 2017.
Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Mitsuki Fujii, Shota Inoue, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Microbial phylogenetic analysis from the leaves of fermented and semi-fermented teas produced at Tokushima, and Taiwan, ConBio2017 Abstracts, Dec. 2017.
渡部 稔, 宇野 好宣, 福井 彰雅, 松田 洋一, 平良 眞則 : アフリカツメガエルのサブゲノム染色体Sにおける大規模逆位の構造, 2017年度 生命科学系学会合同年次大会, 2017年12月.
Masatsugu Oishi, Takuya Doi, Takashi Yamamoto, Takashi Nakamura, Koji Amezawa and Yuji Okuyama : Evaluation of the electronic and local structure of proton-conducting oxide, (CaZr1-x,Mnx)O3-d, to elucidate a novel protonation mechanism, 43rd symposium on solid state ionics of Japan, Dec. 2017.
蕨野 龍世, 長渕 康之, 出口 博之, 美藤 正樹, 萩原 亮, 小山 晋之 : YBCO超伝導セラミクスにおけるグレイン間相転移の磁場依存性, 日本物理学会 九州支部例会 講演概要集, 21, 2017年12月.
小笠原 正道 : 均一系遷移金属触媒による遷移金属錯体の不斉合成法の開発と応用, 2017年日本化学会中国四国支部徳島地区化学講演会, 2017年12月.
土屋 敦 : 生命倫理問題を「社会調査」手法を用いて調べて分析する際の手引きのあれこれ, 第29回日本生命倫理学会年次大会, 2017年12月.
佐藤 高則, Gantulga Uuganbaatar, Erdenebat Erdenedalai, 岡 里美, 谷口 智紀, 平田 晶子, 藤巻 晃, 山本 真由美, 中山 信太郎 : 東日本大震災被災地支援と連携したPBL型大学院教育, 平成29年度全学FD 徳島大学教育カンファレンス 発表抄録集, 46-47, 2018年1月.
佐藤 高則 : 教養教育におけるシチュエーション・ラーニング(Situated learning)の実践, 平成29年度全学FD 徳島大学教育カンファレンス 発表抄録集, 26-27, 2018年1月.
佐藤 征弥 : 文理融合の問題解決型授業「総合科学実践プロジェクト」の5年間の取り組みの成果, 大学教育カンファレンスin徳島, 2018年1月.
大橋 眞, 齊藤 隆仁 : 持続可能な社会に関する国際大学間連携教育, 平成29年度全学FD推進プログラム 徳島大学教育カンファレンスin徳島, 40-41, 2018年1月.
齊藤 隆仁 : 基礎物理学実験講義のFCIによる評価(2), 平成29年度全学FD推進プログラム 徳島大学教育カンファレンスin徳島, p.-54-55, 2018年1月.
水口 竜一, 馬場 俊孝, 井若 和久, 塚本 章宏, 渡辺 公次郎, 山中 英生, 柴田 功一 : 自律 型位置把握システムにより取得された情報を用いた津波避難シミュレーション, 第12回南海地震四国地域学術シンポジウム, 2018年1月.
佐藤 征弥, 林 泰治, 十川 拓, 飯山 直樹, 木下 覺 : 国指定天然記念物「野神の大センダン」の樹勢回復にむけて, 徳島生物学会第139回総会, 2018年1月.
鳥井 真之, 北園 芳人, 長谷中 利昭, 奥野 充, 遠田 晋次, 西山 賢一, 横田 修一郎 : 南阿蘇村河陽地区における2016年熊本地震とテフラ層との関係, 国際火山噴火史情報研究集会講演要旨集2017-2, 107-109, 2018年2月.
髙橋 晋一 : 遍路の民俗学, --- 遍路宿いまむかし ---, 徳島大学大学開放実践センター公開講座「空海と歩く-土佐遍路2018」, 2018年2月.
塚本 章宏 : 近世近代期京都の地誌・案内記を対象としたデジタルアトラスの構築, 立命館大学アート・リサーチセンター 文部科学省 共同利用・共同研究拠点「日本文化資源デジタル・アーカイブ研究拠点」 2017年度 成果発表会, 2018年2月.
塚本 章宏, 井若 和久, 森 康平, 馬場 俊孝 : GPS ログからみる津波浸水想定区域の小学生の避難行動, 四国GISシンポジウム, 2018年2月.
新居 レイ, 塚本 章宏 : イノシシ猟にみる狩猟者と猟犬の空間的関係性の可視化, 四国GISシンポジウム, 2018年2月.
伏見 賢一 : PICO-LONの現状報告, LBGT2018 (Workshop on Low Background Technique) (天童市), 2018年3月.
服部 武文, 藤本 登留, 橋本 茂, 三好 悠, 野路 征昭, 梅山 明美, 吉村 剛 : スギ大径材の耐久性を保持した乾燥技術の開発ー乾燥材の耐腐朽性及び耐蟻性についてー, 第68回日本木材学会大会研究発表プログラム集, 2018年3月.
服部 武文, 山下 聡, 井本 朗暢, 張西 郁男, 藤井 良光, 阿部 正範 : ヒノキ林におけるヒノキ材腐朽過程の観察, 第68回日本木材学会大会研究発表プログラム集, 2018年3月.
Hermawan Andi, 藤本 登留, 服部 武文, 橋本 茂, 三好 悠, 野路 征昭, 梅山 明美, 吉村 剛 : スギ大径材の耐久性を保持した乾燥技術の開発ー乾球温度，湿球温度の心材板材の乾燥徳性, 第68回日本木材学会大会, 2018年3月.
塚本 章宏 : デジタルマップで城下を歩くー近世の測量技術と現代の情報技術の融合ー, 鳥取県立博物館歴史講座(テーマ:鳥取城下絵図の魅力とその可能性を探る), 2018年3月.
大石 昌嗣, 塩見 昌平, 山本 孝, 植木 智之, 改井 陽一郎, 秩父 重英, 高取 愛子, 小島 一信 : 赤色蛍光体(CaAlSiN3:Eu)の高温劣化機構の評価, 第65回応用物理学会 春季学術講演会,東京 (2018.3.17-20)., 2018年3月.
日下 亮, 大村 D. 聡, 三好 德和, 上野 雅晴 : 協奏機能型ビスマス触媒を用いた新規カップリング反応の研究, 日本化学会第98春季年会, 日本大学理工学部(千葉), 講演番号2H2-08, 2018年3月.
石井 悠佑, 立田 彩和, 西澤 高宏, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : 金属ストロンチウムを用いる含有窒素化合物に対するアルキル化 反応とその応用, 日本化学会第98春季年会, 日本大学理工学部(千葉), 講演番号2PC-097, 2018年3月.
藤田 真美, 宮崎 泰彰, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : 金属ストロンチウムを用いる Peterson 反応を利用したオレフィン 類の新しい合成手法の開発, 日本化学会第98春季年会, 日本大学理工学部(千葉), 講演番号2PC-098, 2018年3月.
谷 和紀, 林 俊輝, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : 水中でのワンポット薗頭-鈴木タンデムカップリング反応の開発, 日本化学会第98春季年会, 日本大学理工学部(千葉), 講演番号2PC-122, 2018年3月.
陳 彦洲, Wang Yue, 中野 環, 小笠原 正道 : Palladium-Catalyzed Synthesis of Allenic Oligomers/Polymers, 日本化学会第98春季年会, 2018年3月.
森 康平, 山縣 耕太郎, 塚本 章宏, 井若 和久 : 避難行動の課題を踏まえた津波防災学習の提案, 2018年度日本地理学会春季学術大会, 2018年3月.
瓜生 瑞穂, 中島 清彦, 小笠原 正道 : 面不斉フェロセンを基盤とするP-オレフィン配位子の開発と応用, 日本化学会第98春季年会, 2018年3月.
木村 将大, 久保 誠輝, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : 金属ストロンチウムを用いるアミド化合物へのアルキル化反応の 応用と発展, 日本化学会第98春季年会, 日本大学理工学部(千葉), 講演番号4H2-03, 2018年3月.
岡 直宏, 佐藤 陽一, 中西 達也, 團 昭紀, 齋藤 稔, 濵野 龍夫 : 紅藻Agardhiella subulataの陸上養殖技術の開発, 日本藻類学会第42回大会, 2018年3月.
久田 旭彦, 真岸 孝一, 齊藤 隆仁, 小山 晋之, 出口 博之, 萩原 亮 : 超微細セラミックスYBa2Cu4O8のグレイン間超伝導転移の酸化・還元効果, 日本物理学会講演概要集, Vol.73, No.1, 2107, 2018年3月.
山下 聡, 井本 朗暢, 張西 郁男, 藤井 良光, 阿部 正範, 服部 武文 : ヒノキ材の分解過程と分解菌 の関係:徳島県のヒノキ林における事 例(予報), 第129回日本森林学会大会学術講演集, 2018年3月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Glitch to the Future」の発表公演, Glitch to the Future, 2017年4月.
平木 美鶴 : 木版画作品「赤い絨毯と食卓」, 第6回Guanlan 国際版画ビエンナーレ展, 2017年5月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「80's tec」の発表公演, Pop-up Pirate, 2017年5月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「game soul」の発表公演, 黒歴史はiNG, 2017年5月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「anime Chillout」の発表公演, Come, Sweet Death, 2017年6月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「mellow out」の発表公演, Pop-up Pirate, 2017年6月.
佐藤 充宏 : とくしまチャレンジプログラム2017, とくしまチャレンジプログラム 徳島県子どもの体力向上推進委員会, 2017年7月.
平木 美鶴 : 個展 横浜髙島屋美術画廊, 平木美鶴作品展, 2017年7月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「WipEout」の発表公演, Pop-up Pirate, 2017年7月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「game funk」の発表公演, 黒歴史はiNG, 2017年7月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「BEAT TIME」の発表公演, 2017年9月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2017年9月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Come, Sweet Death」の発表公演, 2017年9月.
平木 美鶴 : 赤い絨毯と3つの木の実, 第61回CWAJ現代版画展, 2017年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2017年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「All Music Airways」の発表公演, 2017年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「JAZZ PARK」の発表公演, 2017年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「HOUSE LOOM」の発表公演, 2017年11月.
平木 美鶴 : 木版画作品「食卓の金魚」, 22nd Eastern Art Salon-Lublin 2017- Masters of contemporary woodcut and linocut, 2017年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「 Pop-up Pirate」の発表公演, 2017年11月.
Takamitsu Kawarasaki : 平面作品「meatball-craft-sushi」の展示, Kommen sie nach Hause in Hameln, Nov. 2017.
平木 美鶴 : West WindsⅢ-黒崎彰・斎藤修・平木美鶴-展, West WindsⅢ-黒崎彰・斎藤修・平木美鶴-展, 2017年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Comedor」の発表公演, 2017年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2017年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「HOUSELOOM」の発表公演, 2017年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「J-POP NIGHT」の発表公演, 2017年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「オールザッツチャラパルタ復路」の発表公演, 2018年1月.
平木 美鶴 : 個展 日本橋髙島屋美術画廊, 平木美鶴作品展, 2018年1月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2018年1月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「映像で作る音楽．マッシュアップとかヴェイパーウェイヴとか．」の発表公演, 2018年1月.
川野 卓二, 宮田 政徳, 吉田 博, 金西 計英, 井戸 慶治, 齊藤 隆仁, 新原 将義, 上田 勇仁 : 徳島大学SIH道場∼アクティブ・ラーニング入門∼(平成30年度), 2018年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「YOKA PARTY」の発表公演, 2018年2月.
河原崎 貴光, 塚本 章宏 : 浸水高体験コーナー「津波の高さをみてみよう」, ガレリア新蔵 第22回特別展「徳島大学の防災展ー見て，触れて，食べて，学ぶ防災ー」, 2018年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2018年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「L.i.r1802」の発表公演, 2018年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Upstream Night」の発表公演, 2018年3月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「XTRIM.16」の発表公演, 2018年3月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2018年3月.
Kenji Akiyoshi-Hiraoka, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Narumi Maegawa, Daiki Fujimoto, Kouta Nagai, Shota Inoue and Takanori Satoh : Alicyclobacillus acidocaldarius subsp. acidocaldarius ndk gene for nucleoside diphosphate kinase, complete cds., --- Genetic analysis of genes for pyrimidine nucleotide synthesizing enzymes from Alicyclobacillus acidocaldarius subsp. acidocaldarius ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC218426, Apr. 2017.
Kenji Akiyoshi-Hiraoka, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Narumi Maegawa, Daiki Fujimoto, Kouta Nagai, Shota Inoue and Takanori Satoh : Alicyclobacillus acidocaldarius subsp. acidocaldarius umpk gene for uridylate kinase, complete cds., --- Genetic analysis of genes for pyrimidine nucleotide synthesizing enzymes from Alicyclobacillus acidocaldarius subsp. acidocaldarius ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC218427, Apr. 2017.
Kenji Akiyoshi-Hiraoka, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Narumi Maegawa, Daiki Fujimoto, Kouta Nagai, Shota Inoue and Takanori Satoh : Alicyclobacillus acidocaldarius subsp. acidocaldarius cmpk gene for cytidylate kinase, complete cds, --- Genetic analysis of genes for pyrimidine nucleotide synthesizing enzymes from Alicyclobacillus acidocaldarius subsp. acidocaldarius ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC218428, Apr. 2017.
河原崎 貴光 : 嗜好文化の多様性に関する研究会, ナガヤプロジェクト, 2017年4月.
佐藤 充宏 : スポーツ少年団の困ったは，みどりにお任せ!第1回後継者がいない!そうなる前にリーダー育成を, Sports Japan, Vol.31, No.321, 42-43, 2017年5月.
佐藤 充宏 : 世界最大の生涯スポーツの国際大会, いのち輝く, No.85, 6-7, 2017年5月.
髙橋 晋一 : 阿波学会寄稿 鳴門市総合学術調査から(上), 徳島新聞, 13, 2017年6月.
河原崎 貴光 : 嗜好文化の多様性に関する研究会, ナガヤプロジェクト, 2017年6月.
佐藤 征弥 : 巨樹の話, 2017年6月.
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山本 孝, 行本 晃 : 3d 遷移元素 XANES スペクトルの見かけ上の吸収端シフトおよび価数評価への留意事項, 第122回触媒討論会, 2018年9月.
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加藤 優祈, 浦本 翔吾, 出口 博之, 美藤 正樹, 久田 旭彦, 小山 晋之, 萩原 亮 : YBa2Cu3O7 セラミクスのグレイン間グラス転移および超伝導転移の磁場依存, 日本物理学会講演概要集, Vol.74, No.1, 2151, 2019年3月.
小西 卓磨, 一尾 裕章, 小笠原 正道 : 求核部位を有する2-ブロモ-1,3ジエン類のパラジウム触媒分子内環化における異常な選択性, 日本化学会第99春季年会, 2019年3月.
一柳 浩輝, 胡 淏, 浦 康之, 小笠原 正道 : ジフェロセニルホスフィノ基を有する非対称不斉二座ホスフィン配位子の開発と応用, 日本化学会第99春季年会, 2019年3月.
山本 孝 : XANESの使いどころ:酸化数とpre-edge peak, 日本化学会第99春季年会, 2019年3月.
上野 雅晴, 奥村 眞優, 大村 D. 聡, 三好 德和 : スチルバゾール類の一方的な光異性化反応の研究, 日本化学会第99春季年会, 甲南大学(兵庫), 講演番号1B4-42, 2019年3月.
鷹尾 忍, 関澤 央輝, 金子 拓真, 東 晃太朗, 坂田 智裕, 山本 孝, 宇留賀 朋哉, 岩澤 康裕 : nano XAFS/STEM-EDS 同視野測定を用いた燃料電池Pt3Co/C カ ソード触媒の劣化機構解析, 日本化学会第99春季年会, 2019年3月.
金子 拓真, 坂田 智裕, 東 晃太朗, 関澤 央輝, 鷹尾 忍, 吉田 祐介, 山本 孝, 宇留賀 朋哉, 岩澤 康裕 : In-situ リアルタイムHR-XANES/XAFS/XRD 同時計測による実走行 モード下での固体高分子形燃料電池カソード触媒の吸着酸素種と 構造の動的挙動の研究, 日本化学会第99春季年会, 2019年3月.
西江 苑香, 青矢 睦月 : 眉山地域三波川帯の変塩基性岩におけるガーネット仮像の認識, 変成岩などシンポジウム2019蒲郡, P-3, 2019年3月.
長谷川 就人, 青矢 睦月 : 泥質片岩を用いた眉山地域三波川帯の変成分帯とユニット区分, 変成岩などシンポジウム2019蒲郡, P-2, 2019年3月.
西村 弘季, 青矢 睦月 : 眉山地域三波川帯における変形構造方位と主変形の剪断センス, 変成岩などシンポジウム蒲郡, O-1, 2019年3月.
日下 亮, 大村 D. 聡, 三好 德和, 上野 雅晴 : ビスマス化合物を触媒とする環境調和型有機合成反応の開発, 日本化学会第99春季年会, 甲南大学(兵庫), 講演番号3PC-027, 2019年3月.
大村 D. 聡, 木村 将大, 上野 雅晴, 三好 德和 : 金属ストロンチウムを電子源とする芳香族カルボニル/アミド官能基変換反応の検討, 日本化学会第99春季年会, 甲南大学(兵庫), 講演番号3PC-056, 2019年3月.
平田 和也, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : 金属ストロンチウムを用いる含窒素ディスク状分子へのアルキル置換基導入の検討, 日本化学会第99春季年会, 甲南大学(兵庫), 講演番号3PC-057, 2019年3月.
浮田 浩行, 笹尾 知世, 寺田 賢治, 吉田 敦也 : 3D スキャナとターンテーブルを用いた物体の全周形状計測システムの検討, 電気学会研究会資料(知覚情報・次世代産業システム合同研究会), 17-21, 2019年3月.
山下 聡, 井本 朗暢, 張西 郁男, 阿部 正統, 服部 武文 : 徳島県北部のヒノキ林におけるヒノキ材の分解過程, 第130回日本森林学会大会学術講演集, 176, 2019年3月.
齊藤 隆仁 : 徳島大学における入学前学習の効果測定, 第25回 大学教育研究フォーラム, 2019年3月.
平井 松午 : 地域研究とフィールドワーク ∼『総合科学実践プロジェクト』実践例を通じて∼, 徳島大学総合科学部公開セミナー「人文知・社会知への誘い」, 2019年3月.
中山 慎一 : 最小全域木に関する問題の解法について, 日本オペレーションズ・リサーチ学会中国・四国支部講演会, 2019年3月.
内藤 直樹 : にし阿波傾斜地農耕システムの文化的価値とその保全, 「にし阿波の傾斜地農耕システムをどう未来に継承していくか」シンポジウム, 2019年3月.
佐原 理, 平井 松午 : Film Cycle Project: カラー化古写真でみる昭和の徳島 (古地図でたどる徳島藩の城下町ー徳島・洲本ーの併設展として), 2018年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Upstream Night」の発表公演, 2018年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「リル子の数だけ抱きしめて」リルハグ(ゆめのなかでもたきしめて+L. i. R)」の発表公演, 2018年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2018年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Upstream Night」の発表公演, 2018年5月.
Meredith Anne Stephens : Cherry blossom cycling, Transnational Literature, Vol.10, No.2, May 2018.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2018年5月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「J-POP NIGHT」の発表公演, 2018年5月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「YOKA」の発表公演, 2018年5月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2018年6月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Movin'」の発表公演, 2018年6月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Upstream Night」の発表公演, 2018年6月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「JAZZ PARK」の発表公演, 2018年7月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「YOKA」の発表公演, 2018年7月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Movin'」の発表公演, 2018年7月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate SP」の発表公演, 2018年7月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Upstream Night」の発表公演, 2018年8月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「JAZZ PARK」の発表公演, 2018年8月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「L.i.r1808」の発表公演, 2018年8月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2018年8月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Still 4 Movin'」の発表公演, 2018年9月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2018年9月.
河原崎 貴光 : 上勝阿波晩茶祭りでの映像インスタレーションパフォーマンス, 2018年9月.
平木 美鶴 : 公募展 CWAJ現代版画展, 2018年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「nurofazi」の発表公演, 2018年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Upstream Night」の発表公演, 2018年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「JAZZ PARK」の発表公演, 2018年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2018年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「the horrors」の発表公演, 2018年10月.
佐藤 充宏 : とくしまチャレンジプログラム2018, とくしまチャレンジプログラム 子どもの体力・運動能力向上対策委員会, 1-25, 2018年10月.
内藤 直樹 : 「アジア・アフリカの避難民」展, 聖心女子大学 BE*hive, 2018年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Movin'」の発表公演, 2018年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「DifferentCell 」の発表公演, 2018年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Soi48DJtour」の発表公演, 2018年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「L.i.r」の発表公演, 2018年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2018年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2018年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「J-POP NIGHT」の発表公演, 2018年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Upstream Night」の発表公演, 2018年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「男の背中女の泪」の発表公演, 2018年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2019年1月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Different Cell」の発表公演, 2019年1月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Upstream Night」の発表公演, 2019年1月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2019年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2019年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「DifferentCell」の発表公演, 2019年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Upstream Night」の発表公演, 2019年3月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2019年3月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Come, Sweet Death」の発表公演, 2019年3月.
平木 美鶴 : 個展 ギャラリーM&M, 平木美鶴展, 2019年3月.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Propionibacterium sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E5, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318148, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Bosea sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E6, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318149, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Klebsiella sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E11, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318150, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Bosea sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E16, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318151, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Brevundimonas sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E18, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318152, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Finegoldia sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E7, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318153, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Finegoldia sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E17, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318154, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Finegoldia sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E32, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318155, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Geobacillus sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E10, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318156, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Klebsiella sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E8, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318157, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Klebsiella sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E15, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318158, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Klebsiella sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E26, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318159, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Klebsiella sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E30, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318160, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Lactobacillus sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E1, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318161, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Lactobacillus sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E2, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318162, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Lactobacillus sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E13, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318163, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Lactobacillus sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E29, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318164, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Moraxella sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E9, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318165, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Staphylococcus sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E12, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318166, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Staphylococcus sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E14, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318167, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Staphylococcus sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E24, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318168, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Staphylococcus sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E25, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318169, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Staphylococcus sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: E28, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318170, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Brevundimonas sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: F50, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318171, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Corynebacterium sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: F44, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318172, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Edaphobacter sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: F6, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318173, Apr. 2018.
Mitsuki Fujii, Haruka Iwata, Hajime Nonoichi, Ai Hasegawa, Seiji Arai, Daiki Komahara, Kenji Akiyoshi-Hiraoka and Takanori Satoh : Uncultured Lactobacillus sp. gene for 16S ribosomal RNA, partial sequence, clone: F53, --- Phylogenetic analysis for bacteria on fermented and non-fermented tea leaves by clone library method ---, DDBJ/EMBL/GenBank International Nucleotide Sequence Database, LC318174, Apr. 2018.
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田村 靖明, 三浦 哉, 東 亜弥子, 石川 みづき, 出口 純次, 松本 明彦, 佐野 里奈, 久我 浩正, 出口 憲市 : 健康成人男性に対するレぺティション形式の運動介入が動脈機能に及ぼす影響, 第84回日本体力医学会中国・四国地方会, 2019年11月.
三浦 哉, 石川 みづき, 東 亜弥子, 田村 靖明, 松本 明彦, 出口 純次, 久我 浩正, 佐野 里奈 : 下肢への骨格筋電気刺激が血管内皮機能に及ぼす影響, 第84回日本体力医学会中国・四国地方会, 2019年11月.
出口 純次, 佐藤 雅浩, 岸 敏生, 橋本 和樹, 山本 晃平, 枇杷谷 駿也, 安富 日奈子, 三浦 哉, 倉田 浩充, 日浅 匡彦, 伊藤 祐司 : 当院に入院した胸腰椎体骨折患者における糖尿病患者の罹患割合, 第57回日本糖尿病学会中国四国地方会総会, 2019年12月.
西山 賢一 : 東広島市・呉市に分布する崩壊堆積物の14C年代, 日本地質学会四国支部講演会要旨集, 13, 2019年12月.
渡部 稔 : 日本の大学で働く(日本の大学の現実), 第42回日本分子生物学会年会フォーラム, 2019年12月.
髙橋 晋一 : 文化財・地域資源としての祭り・芸能, --- 鳴門市の獅子舞の事例から ---, 鳴門市公民館短期講座「歴史文化講座」, 2019年12月.
土井 卓哉, 奥山 勇治, 山本 孝, 大石 昌嗣 : 新規プロトン溶解メカニズムを用いた低温作動型燃料電池の開発, 第26回ヤングセラミスト・ミーティング in 中四国(香川), K16, 2019年12月.
田島 慎一, 渋田 敬史, 鍋島 克輔 : Computing logarithmic vector fields along an ICIS via Matlis duality, 京都大学数理解析研究所共同研究,「可微分写像の特異点論とその応用 」, 京都大学, 2019年12月.
Hiroshi Teramoto and Katsusuke Nabeshima : Standard Basis for Mixed Module, Computational Algorithm and Application to Classification Problems in Singularity Theory, 京都大学数理解析研究所共同研究,「可微分写像の特異点論とその応用 」, 京都大学, Dec. 2019.
鍋島 克輔, 田島 慎一 : 半擬斉次特異点の性質を利用したAnn(f^s)とb-関数の計算について, 京都大学数理解析研究所共同研究,「Computer Algebra -- Theory and its Applications」, 京都大学, 2019年12月.
田島 慎一, 鍋島 克輔 : Moving curve ideal, Rees algebra and local cohomology, RIMS 共同研究(公開型) 「Computer Algebra Theory and its Applications」, 京都大学, 2019年12月.
西山 賢一 : 愛媛県宇和島市に分布する崩壊堆積物の14C年代, 日本応用地質学会中国四国支部令和2年度研究発表会講演論文集, 11-12, 2020年.
中村 滉諒, 高橋 春香, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : 多置換イソベンゾフラノン合成を指向した金属ストロンチウムを用いるアセチレン骨格を二つ以上持つ化合物の合成手法の検討, 2019年度第3回 日本プロセス化学会東四国地区フォーラムセミナー, 2020年1月.
野田 大雅, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : N-アリールカルバゾール誘導体へのアルキル基の導入による立体効果に基づく発光特性変化の検討, 2019年度第3回 日本プロセス化学会東四国地区フォーラムセミナー, 2020年1月.
佐藤 征弥 : 城山のホルトノキ萎黄病の現状, --- ファイトプラズマに感染した成木の5年間の治療の結果と2006年に植林した苗木について ---, 徳島生物学会第143回総会, 2020年1月.
内藤 直樹 : 東-東南アジアにおける世界農業遺産登録地域の生態学的および歴史的な特性に関する比較研究, --- 国家・市場経済・生態系 ---, 京都大学東南アジア地域研究研究所 共同利用・共同研究拠点「東南アジア研究の国際共同研究拠点」年次研究成果発表会, 2020年2月.
髙橋 晋一 : 現代遍路のプロフィール, 徳島大学人と地域共創センター公開講座「空海と歩く-讃岐遍路2020」, 2020年2月.
塚本 章宏 : 徳島城博物館所蔵甲冑コレクションの3D データベースの構築, 立命館大学アート・リサーチセンター 文部科学省 国際共同利用・共同研究拠点「日本文化資源デジタル・アーカイブ研究拠点」 2019年度 成果発表会, 2020年2月.
辻 明典, 兼子 知世, 平木 美鶴 : 無線Wi-Fiを用いた空間演出用ArtNet/DMX対応LEDコントローラーの開発, LED総合フォーラム 2020 in 徳島 論文集, 109-110, 2020年2月.
矢野 慎一, 辻 明典, 平木 美鶴 : 面発光LED技術を用いた大型ディスプレイの実用化検証, LED総合フォーラム 2020 in 徳島 論文集, 111-112, 2020年2月.
澤野 大夢, 塚本 章宏, 前川 壱成, 馬場 俊孝 : 津波避難シミュレーションにおける避難速度と避難開始時間の比較検討, 四国GISシンポジウム, 2020年2月.
原 愛紗, 塚本 章宏 : 避難誘導標識デザインの認知と設置場所に関する研究~徳島市中心部を事例に~, 四国GISシンポジウム, 2020年2月.
中井 木の実, 塚本 章宏 : Space Syntax理論から見る徳島市阿波おどりのパフォーマンス空間の立地, 四国GISシンポジウム, 2020年2月.
後藤 遼太郎, 塚本 章宏 : 「ポケモンGO」を通して「場所」が認知される要因, 四国GISシンポジウム, 2020年2月.
西村 菜摘, 塚本 章宏 : 徳島県における太陽光発電設備の立地特性, 四国GISシンポジウム, 2020年2月.
相賀 雄太, 塚本 章宏 : 認知地図の形成過程における環境情報の取得に関する研究, 四国GISシンポジウム, 2020年2月.
川崎 祐, 岸本 豊, 中村 浩一, 真岸 孝一, 何 長振, 伊藤 満 : α-CoV2O6における磁気構造とスピンダイナミクス, 日本物理学会年次大会, 2020年3月.
豊田 哲也 : 1970年代生まれ世代はなぜ結婚しないのか?, --- 都道府県別に見た所得の地域格差と未婚率の分析 ---, 日本地理学会発表要旨集, 2020年3月.
服部 武文, 武市 哲哉, 六車 梨乃, 橋本 茂, 三好 悠, 野路 征昭, 梅山 明美, 吉村 剛, 藤本 登留 : スギ大径材の耐久性を保持した乾燥技術の開発ースギ正角材の耐腐朽性試験結果についてー, 日本木材学会年次大会第70回鳥取大会講演要旨集, 2020年3月.
橋本 茂, 三好 悠, 藤本 登留, 服部 武文, 野路 征昭, 梅山 明美, 吉村 剛 : スギ大径材の耐久性を保持した乾燥技術の開発ー実機を用いた人工乾燥試験結果についてー, 日本木材学会年次大会第70回鳥取大会講演要旨集, 2020年3月.
森下 敦, 大渕 朗, 岡本 敏弘, 原口 雅宣 : コホモロジーを用いた局在型表面プラズモンとドレスト光子の機能モデル, 第67回応用物理学会春季学術講演会, 15a-PA4-3, 2020年3月.
田島 慎一, 渋田 敬史, 鍋島 克輔 : 孤立特異点を持つ complete intersection に沿う対数的ベクトル場の構成法, 日本数学会年会(函数論), 日本大学, 2020年3月.
羽板 進也, 戸波 勇人, 藤井 勇輔, 萩原 亮, 久田 旭彦, 小山 晋之 : YBCO系におけるCuO複鎖領域超伝導の可能性の探索 -Pr置換系との対比で見た試料合成条件-, 日本物理学会講演概要集, Vol.75, No.1, 2020年3月.
藤井 勇輔, 森下 真次, 戸波 勇人, 萩原 亮, 久田 旭彦, 小山 晋之 : セラミック超伝導体の中間状態に現れる特異なI-V特性 -非線型・履歴応答を解析する新手法-, 日本物理学会講演概要集, Vol.75, No.1, 2020年3月.
久田 旭彦, 真岸 孝一, 齊藤 隆仁, 小山 晋之, 出口 博之, 萩原 亮 : YBa2Cu4O8超微細セラミクスにおけるグレイン間転移の磁場依存性, 日本物理学会講演概要集, Vol.75, No.1, 2020年3月.
山本 孝, 行本 晃 : 蛍光XAFS法における測定吸収端により異なる低濃度Eu種の平均酸化数, 日本鉄鋼協会第179回春季講演大会, 2020年3月.
大村 D. 聡, 野田 大雅, 上野 雅晴, 三好 德和 : ベンゼン環上がアルキル置換されたN-アリールカルバゾール誘導体の発光特性, 日本化学会第100春季年会, 東京理科大学(千葉), 公演番号1C3-57, 2020年3月.
上野 雅晴, 大村 D. 聡, 三好 德和 : スチルバゾール類の光異性化/環化反応制御に関する研究, 日本化学会第100春季年会, 東京理科大学(千葉), 公演番号1C4-46, 2020年3月.
上野 雅晴, 小畠 美穂, 大村 D. 聡, 三好 德和 : ワンポットタンデムカップリング反応を用いた Riccardin Cの全合成研究, 日本化学会第100春季年会, 東京理科大学(千葉), 公演番号3B5-10, 2020年3月.
藤田 真美, 西澤 高宏, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : ストロンチウムーメタラサイクル中間体を用いた機能性含ケイ素化合物の簡便な合成手法の開発及びその置換基効果による物性評価, 日本化学会第100春季年会, 東京理科大学(千葉), 公演番号3H8-49, 2020年3月.
岡 直宏, 梅原 大智, 佐藤 陽一, 濵野 龍夫 : 紅藻Agaldhiella subulataの生長に対する水温の影響, 日本藻類学会第44回大会, 2020年3月.
川野 卓二, 吉田 博, 金西 計英, 井戸 慶治, 齊藤 隆仁, 上田 勇仁, 塩川 奈々美 : 徳島大学SIH道場∼アクティブ・ラーニング入門∼, 2019年4月.
平木 美鶴 : 個展 ガレリア新蔵, 平木美鶴展, 2019年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「DifferentCell」の発表公演, 2019年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2019年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Pop-up Pirate」の発表公演, 2019年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「とくしまCITY」の発表公演, 2019年5月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「BBB_ / OCTOPUSSY Japan Tour」の発表公演, 2019年5月.
平木 美鶴 : 個展 横浜髙島屋美術画廊, 平木美鶴作品展, 2019年7月.
佐原 理 : 徳島大学創立70周年記念美術展「SPACE HIMONO 成層圏でつくる干物は 4倍うまい展, 2019年8月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「FUKUFUNK」の発表公演, 2019年8月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2019年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「YAMABIKO MUSIC LIVE」の発表公演, 2019年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「SOUNDTRACK」の発表公演, 2019年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「男の背中女の泪」の発表公演, 2019年12月.
平木 美鶴 : 個展 髙島屋大阪店美術画廊, 平木美鶴個展, 2020年1月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「和ンダーランド」の発表公演, 2020年1月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2020年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「SOUNDTRACK」の発表公演, 2020年3月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「和ンダーランド」の発表公演, 2020年3月.
内藤 直樹 : 『管理の場』における心配と係わり合い, --- メガキャンプにおける難民とホストによる市場の形成 ---, 国立民族学博物館共同研究「心配と係り合いについての人類学的探求」, 2019年6月.
西山 賢一 : 平成30年7月豪雨で発生した土砂災害, 日本技術士会四国本部第62回CPDセミナー・公開講座・防災セミナー講演, 2019年6月.
佐藤 征弥 : 日本生物学オリンピック講習会 植物学・生態学分野, --- 問10,11,12,14 の解説 ---, 日本生物学オリンピック講習会, 2019年6月.
小田切 康彦 : NPOとミッション・ドリフト:社会的使命は追及できているか, ファンドレイジング・⽇本2019(駒澤大学), 2019年9月.
西山 賢一 : 徳島平野の地下地質, 産業技術総合研究所地質調査総合センター・沿岸域プロジェクト「紀伊水道」勉強会, 2019年10月.
西山 賢一 : 平成30年7月豪雨で発生した土砂災害から学ぶ, 令和元年度徳島県治山林道技術研修会, 2019年10月.
内藤 直樹 : 趣旨説明, --- 明東-東南アジアにおける世界農業遺産登録地域の生態学的および歴史的な特性に関する比較研究:国家・市場経済・生態系 ---, 京都大学東南アジア地域研究研究所 共同利用・共同研究拠点「東南アジア研究の国際共同研究拠点」共同研究課題「東―東南アジアにおける世界農業遺産登録地域の生態学的および歴史的な特性に関する比較研究:国家・市場経済・生態系」第一回共同研究会, 2019年10月.
山本 孝 : 固体表面の酸・塩基点とその触媒機能, 近畿化学協会触媒・表面部会 入門触媒科学セミナー, 2019年10月.
西山 賢一 : 平成30年7月豪雨で発生した土砂災害(徳島県三好・高知県大豊・広島県), 令和元年度SSLアンカー・Q&Sフレーム工法技術講習会特別講義, 2019年11月.
佐藤 征弥 : モラエスゆかりの紅羊羹の復活秘話, 徳島市・レイリア市姉妹都市提携50周年記念事業 ポルトガル&レイリア・ウィーク, 2019年11月.
西山 賢一 : 越高遺跡の地形・地質とその特徴, 長崎県対馬市越高遺跡調査検討委員会, 2020年2月.
太田 幹也, 佐藤 充宏 : 公設スケート専用パークが生み出す親子レジャーの利用価値について, 四国体育・スポーツ学会兼日本体育学会四国地域2019年度研究会抄録, 4, 2020年3月.
棚田 教生, 中西 達也, 岡 直宏, 濵野 龍夫 : 海部郡でのワカメ類養殖の実用化に向けた超高温耐性品種及び養殖技術の開発, 徳島県立農林水産総合技術支援センター 水産研究課事業報告書 平成30年度, 44-45, 2019年10月.
佐藤 征弥 : モラエスの前半生の軌跡, --- 生い立ちから日本移住まで ---, 2019(令和元)年度放送大学学長裁量経費プロジェクト モラエス顕彰による「ふるさと創生」プロジェクト報告書, 15-21, 徳島, 2020年1月.
安間 了, 常木 晃, 三宅 裕 : イラク国北部Jarmo遺跡およびトルコ国南東部Hasankeyf遺跡出土の石器材黒曜石の化学組成と原産地推定, 都市文明の本質:古代西アジアにおける都市の発生と変容の学際研究 研究成果報告2019年度, 197-204, 2020年3月.
堀川 恵司, 南 雅代, 安間 了 : イラン北西部アリ・サドル洞窟のつらら石のU/Th年代, 14C年代, 炭素・酸素安定同位体比, 都市文明の本質:古代西アジアにおける都市の発生と変容の学際研究 研究成果報告2019年度, 187-195, 2020年3月.
横尾 頼子, 浅井 公輔, 堀井 彩衣, 濱口 弘平, 申 キチョル, 安間 了, メラバニ シバ : イラン8都市の月別降水の化学組成, 都市文明の本質:古代西アジアにおける都市の発生と変容の学際研究 研究成果報告2019年度, 181-186, 2020年3月.
佐藤 征弥 : モラエスの``Dai-Nippon (O Grande Japâo)''に対する評価について, 平成31年度総合科学部創生研究プロジェクト経費・地域創生総合科学推進経費報告書「異文化に照らし出された四国 ∼外国語文献と異文化的視点を持つ関連文献の調査から∼」, 52-60, 2020年3月.
依岡 隆児, 他6人 : 『異文化に照らし出された四国 ∼外国語文献ならびに異文化的視点を持つ関連文献の調査から∼』依岡隆児・編, 平成31年度研究計総合科学部創生研究プロジェクト経費・ 地域創生総合科学推進 報告書, 1-89, 徳島, 2020年3月.
井戸 慶治, 依岡 隆児, 他4名 : 徳島読書人が選ぶ味わいの31冊, 徳島読書人が選ぶ味わいの31冊, 1-8, 徳島, 2020年3月.
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白根 竹人 : Double covers and vector bundles of rank two, 第22回代数曲面ワークショップZoom, 2020年9月.
山本 哲也 : 認知行動療法に寄与する心理情報学的アプローチの展開 (自主企画シンポジウム), 日本認知・行動療法学会第46回大会プログラム, 2020年9月.
山本 哲也 : 機械学習アプローチ (自主企画シンポジウム), 日本認知・行動療法学会第46回大会プログラム, 2020年9月.
Rumana Yesmin Hasi, Dai Majima, Katsuya Morito, Hanif Ali, Kentaro Kogure, Junji Hayashi, Ryushi Kawakami, Kaori Kanemaru, Meera Nanjundan, Toshiki Ishikawa and Tamotsu Tanaka : Methods for isolation of glycosylinositol phosphoceramide and phytoceramide 1-phosphate from plant tissues., 第93回日本生化学大会, Sep. 2020.
山本 祐平, 村瀬 遼亮, 岡 健太郎, 今井 昭二 : 四国山岳地域で採取した降雨中に含まれるNiおよびV, 日本分析化学会第69年会, 2020年9月.
佐藤 里緒菜, 片田 将生, 峰 広嵩, 山本 孝 : ガリウムイオン添加ジルコニア固溶体によるエタノール転換反応の反応経路, 第126回触媒討論会, 2020年9月.
小笠原 正道 : パラジウム触媒による主鎖に軸不斉アレン構造を有する光学活性ポリマーの合成, 第69回高分子討論会, 2020年9月.
山﨑 義輝, 山下 晶央, 金丸 芳 : 固定化グルタミン酸(Glutamate-Sepharose)の志賀毒素吸着, 日本農芸化学会2020年度中四国支部大会, 40, 2020年9月.
山下 晶央, 山﨑 義輝, 金丸 芳 : STEC O157:H7 産生志賀毒素の分離と細胞毒性, 日本農芸化学会2020年度中四国支部大会, 40, 2020年9月.
Rumana Yesmin Hasi, Yoshimichi Takai, Hanif Ali, Kentaro Kogure, Junji Hayashi, Ryushi Kawakami, Mutsumi Aihara, Kaori Kanemaru and Tamotsu Tanaka : Isolation of glycosylinositol phosphoceramide and phytoceramide 1-phosphate from cabbage leaves and their chemical stabilities., 日本農芸化学会2020年度中四国支部大会(第57回講演会), Sep. 2020.
山本 哲也 : 緊急事態宣言下における日本国民のメンタルヘルスの特徴, 「言説と情動」研究会, 2020年9月.
久我 浩正, 三浦 哉, 羅 成圭, 東 亜弥子, 石川 みづき, 田村 靖明, 出口 純次, 佐野 里奈 : 下肢への骨格筋電気刺激と運動の併用が大腿動脈の血流量に及ぼす影響, 第75回日本体力医学会大会, 2020年9月.
佐野 里奈, 三浦 哉, 羅 成圭, 東 亜弥子, 石川 みづき, 田村 靖明, 出口 純次, 久我 浩正 : 高強度ジャンプエクササイズ後の回復方法の違いが筋の形状変化に及ぼす影響, 第75回日本体力医学会大会, 2020年9月.
松本 明彦, 三浦 哉, 石川 みづき, 東 亜弥子, 田村 靖明, 出口 純次, 佐野 里奈, 久我 浩正 : 舌骨上筋群に対する経皮的神経筋電気刺激が嚥下時のオトガイ舌骨筋の動きに及ぼす影響, 第75回日本体力医学会大会, 2020年9月.
出口 純次, 三浦 哉, 田村 靖明, 石川 みづき, 東 亜弥子, 久我 浩正, 出口 純次, 佐野 里奈 : 他者への運動スキルの教示が運動学習効果の残存性に及ぼす影響, 第75回日本体力医学会大会, 2020年9月.
山本 哲也 : 情報技術を活用した心性の可視化・予測・制御, 『予測的符号化の原理による心性の創発と共有-認知科学・人文学・情報学の統合的研究-』研究集会, 2020年9月.
鍋島 克輔, 田島 慎一 : 有理関数体上の包括的スタンダード基底系を用いた特異点変形による不変量の計算について, 日本数式処理学会第29回大会, 甲南大学, 2020年10月.
西山 賢一 : 広島県東広島市周辺における斜面崩壊・土石流の発生頻度, 日本応用地質学会令和2年度研究発表会講演論文集, 111-112, 2020年10月.
中塚 健太郎 : 時空を紡ぐ:ATの現在から未来へ-SDGsの達成から考えるATのあり方-, 日本自律訓練学会第43回大会, 14, 2020年10月.
中村 豊 : 徳島の縄文-集落と祭祀-, アワコウコ楽専門講座資料, 1-8, 2020年10月.
小笠原 正道 : 不斉炭素を持たないキラル化合物の立体制御 ~軸不斉アレンと面不斉メタロセンの触媒的不斉合成~, 奈良女子大学大学院 化学生物環境学専攻 特別講演会, 2020年10月.
白根 竹人 : Double covers and vector bundles of rank two, 城崎代数幾何学シンポジウム2020, 2020年10月.
三木 健司, 望月 智弘, McGlynn Shawn, 佐原 理, 木村 亮介, 森 誠之, 坂本 隆成, 清水 幸夫, 細田 聡史, 宇野 航平 : 小型バルーンを用いた微生物に対する成層圏環境の影響評価実験, 大気球シンボジウム 2020, 2020年11月.
中村 豊 : 徳島の縄文-農耕の起源-, アワコウコ楽専門講座資料, 1-8, 2020年11月.
田中 佳, 永廣 信治, 羽鳥 晃司, 小中 大地 : 「マスキングテープ・ミーツ・ホスピタル―医療機関でマスキングテープを活用する」, アートミーツケア学会2020年度大会フリンジ企画(シンポジウム), 2020年11月.
松本 卓也, 赤木 真由, 森田 椋也, 田口 太郎, 山中 英生 : 地域の共創活動に参画する地域外クリエイターの動機に関する研究, --- 「こまつしまリビングラボ」を事例として ---, ヒューマンインタフェース学会研究会, 2020年11月.
安間 了 : pXRFの考古学利用の現状と課題-肥沃の三日月地帯出土の黒曜石原産地推定を例として, 日本地球化学会, 2020年11月.
吉田 歩生, 川端 ひな, 田中 佳 : 「コロナ禍におけるマスキングテープを使ったホスピタルアートの意義―徳島大学におけるワークショップとコンテストの成果―」(ポスター発表), アートミーツケア学会2020年度大会, 2020年11月.
近藤 亨一, 坂本 彩奈, 中山 慎一 : ある種のクラス編成問題を解くプログラム開発, 日本オペレーションズ・リサーチ学会 中国・四国地区 SSOR, 24-25, 2020年11月.
鍋島 克輔, 田島 慎一 : ネター作用素を用いた零次元準素イデアル成分の表現法と計算, RIMS 共同研究(公開型) 「Computer Algebra Theory and its Applications」, 京都大学, 2020年12月.
山本 哲也, 内海 千種, 鈴木 菜穂, 菅谷 渚, 吉本 潤一郎, Murillo-Rodriguez Eric : 緊急事態宣言下におけるメンタルヘルスの実態と危険因子・保護因子の解明, 第27回日本行動医学会学術総会, 2020年12月.
青矢 睦月 : 高越地域三波川帯における2段階の変形の伸長方向, 第20回日本地質学会四国支部講演会要旨集, 12, 2020年12月.
金西 計英, 石田 基広, 高橋 暁子, 戸川 聡 : 初年次教育を対象にした適応的学習システムの検討, 大学ICT推進協議会2020年度年次大会講演論文集, 398-401, 2020年12月.
林 順司, 大志田 達也, 川上 竜巳, 里村 武範, 若山 守, 大島 敏久, 櫻庭 春彦 : 超好熱菌由来色素依存性D-乳酸脱水素酵素のX線結晶構造解析, 日本農芸化学会中四国支部第58回講演会, 2021年1月.
渡部 稔 : 高大連携事業「高校生の大学研究室への体験入学型学習プログラム」実施報告, 第16回大学教育カンファレンスin徳島 発表抄録集, 58-59, 2021年1月.
矢部 拓也 : コロナ時代におけるZOOMによる遠隔授業のあり方, 第16回大学教育カンファレンス, 2021年1月.
内藤 直樹 : 東-東南アジアにおける世界農業遺産登録地域の生態学的および歴史的な特性に関する比較研究, --- 国家・市場経済・生態系 ---, 京都大学東南アジア地域研究研究所 共同利用・共同研究拠点「東南アジア研究の国際共同研究拠点」年次研究成果発表会, 2021年2月.
髙橋 晋一 : 四国遍路の民俗学, --- 「お接待」を中心として ---, 徳島大学人と地域共創センター公開講座「空海と歩く-学習&トレーニング編」, 2021年2月.
松本 明莉, 飯山 直樹, 佐藤 征弥 : 日本に植樹されたイングリッシュオーク(ヨーロッパナラ)の現状, --- 2002年に全国に植樹された197本の追跡調査 ---, 徳島生物学会第144回総会, 2021年2月.
田上 美月, 佐藤 征弥 : ファイトプラズマに感染した城山のホルトノキの治療実績の検証, --- 過去5年間の抗生物質による治療効果の数値化，およびそれに基づく2020年の治療の結果 ---, 徳島生物学会第144回総会, 2021年2月.
渡部 稔 : 生命科学の基礎研究におけるゲノム編集技術, 徳島生物学会会報, 11, 2021年2月.
林 太功磨, 田中 隆太郎, 吉田 美優, 渡部 稔 : CRISPR/Cas9 法によるアフリカツメガエル細胞周期制御因子 Myt1 お よび Wee1B の機能解析, 徳島生物学会会報, 12, 2021年2月.
塚本 章宏 : 徳島城博物館所蔵甲冑コレクションの3D データベースの構築, 立命館大学アート・リサーチセンター 文部科学省 国際共同利用・共同研究拠点「日本文化資源デジタル・アーカイブ研究拠点」 2020年度 成果発表会, 2021年2月.
山本 哲也 : 情報通信技術を活用して心身の問題を解決する, 2020年度第12回脳科学クラスター・ミニリトリート, 2021年2月.
山本 哲也 : 機械学習の臨床応用ー心の脆弱性を理解するー, 徳島大学研究クラスターシンポジウム 脳・心・運動×機械学習・AI, 2021年2月.
豊田 哲也 : 市町村別データを用いた住宅地地価の形成要因分析ー所得の地域格差と世帯密度の影響に注目して, 日本地理学会発表要旨集, Vol.2021s, 123-124, 2021年3月.
瀧尾 唯, 塚本 章宏 : 徳島市街区公園における誘致距離圏の住民ニーズを考慮した公園施設整備状況の評価, 四国GISシンポジウム, 2021年3月.
杉村 圭太, 塚本 章宏 : 浸水想定と浸水実績を活用した超過浸水リスク評価, 四国GISシンポジウム, 2021年3月.
岡本 裕樹, 塚本 章宏 : 道路交通環境と交通量からみた児童の通学路の安全性に関する研究, 四国GISシンポジウム, 2021年3月.
白川 貴之, 塚本 章宏 : バスロケーションログデータを用いた運行実績とダイヤとの比較分析, 四国GISシンポジウム, 2021年3月.
森井 陽菜, 塚本 章宏 : 徳島市における市街地の夜間街路の照度と均斉度に関する研究, 四国GISシンポジウム, 2021年3月.
渡邉 克典 : 交差性差別と「生きづらさ」へのアプローチ, 公開研究発表会「障害のある女性と『差別』/『生きづらさ』をめぐって」, 2021年3月.
金西 計英, 石田 基広, 高橋 暁子, 戸川 聡 : 高等教育に向けた演習に基づく適応的学習環境の構築, 日本教育工学会 2021年春季全国大会講演論文集, 321-322, 2021年3月.
浦野 雄介, 畑 和美, 折戸 玲子, 伏見 賢一, 他 : PICOLON宇宙暗黒物質探索:単色中性子を用いたNaI(Tl)の消光因子測定, 日本物理学会年次大会, 2021年3月.
萩原 亮, 戸波 勇人, 藤井 勇輔, 出口 博之, 久田 旭彦, 小山 晋之 : Y系247型化合物の超伝導転移過程と還元処理効果 ―Pr247の挙動との対比―, 日本物理学会講演概要集, Vol.76, No.1, 2645, 2021年3月.
田島 慎一, 鍋島 克輔 : 特異平面代数曲線に沿う対数的ベクトル場とCamacho-Sad-Suwa 指数に, 日本数学年会(函数論), 慶應義塾大学, 2021年3月.
青矢 睦月 : 高越地域三波川帯における2段階の変形の伸長方向, 変成岩などシンポジウム2021(オンライン), 2021年3月.
鍋島 克輔, 田島 慎一 : 特異点変形に付随したκ-不変量の計算, 日本数学年会(函数論), 慶應義塾大学, 2021年3月.
小畠 美穂, 三好 德和, 上野 雅晴 : ワンポットタンデムカップリング反応を用いた環境調和型Riccardin Cの全合成研究, 日本化学会第101春季年会,オンライン開催,公演番号 A19-2pm-06, 2021年3月.
服部 武文 : マツタケ香り主成分ケイ皮酸メチル生合成酵素活性の検出, 第71回日本木材学会大会, 2021年3月.
服部 武文 : 徳島県スギ大径材から製材した枠組み壁工法用製材の強度特性および耐腐朽性能について, 第71回日本木材学会大会, 2021年3月.
野田 大雅, 木村 将大, 久保 誠輝, 上野 雅晴, 大村 D. 聡, 三好 德和 : 金属ストロンチウムを用いる種々のアミド化合物への半アルキル化反応の応用, 日本化学会第101春季年会,オンライン開催,公演番号 A15-1vn-09, 2021年3月.
中村 滉諒, 高橋 春香, 上野 雅晴, 三好 德和 : 金属ストロンチウムを用いたアセチレン骨格を複数持つ化合物を構築することによる短工程多置換イソベンゾフラノン合成手法の開発, 日本化学会第101春季年会,オンライン開催,公演番号 A15-1vn-10, 2021年3月.
田中 佳 : 「ルーヴル美術館開館時の展示内容と展示方法」(口頭発表), 近世美術研究会第18回研究発表会, 2021年3月.
上野 雅晴, 田中 巧, 大村 D. 聡, 三好 德和 : 照射波長によるスチルバゾール類光異性化/環化反応の厳密な制御, 日本化学会第101春季年会,オンライン開催,公演番号 A17-4am-08, 2021年3月.
中尾 直樹, 上野 雅晴, 酒井 祥太, 江川 大地, 半沢 宏之, 川崎 祥平, 熊谷 圭悟, 鈴木 誠, 小林 修, 花田 賢太郎 : 非天然骨格を有するCERT阻害剤のSBDD研究, 日本薬学会第141年会,広島国際会議場(広島), 2021年3月.
佐原 理 : 認知科学からみる映像メディア教育の重要性, 美術科教育学会 愛媛大会, 2021年3月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「SOUNDTRACK」の発表公演, 2020年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2020年4月.
平木 美鶴 : 個展ギャラリーあじさい, 2020年9月.
山本 哲也 : 2021年，阿波踊りを踊りたい, 第10回「ICTとくしま大賞」, 2021年3月.
内藤 直樹 : 難民・外来生物・ウィルス, --- 他者を内蔵することについて ---, COVID-19と文化人類学ウェブ連続セミナー(1), 2020年4月.
西山 賢一 : 2018年西日本豪雨災害被災地に残る災害伝承, めらんじゅ(宮崎応用地質研究会誌), Vol.31, 37-40, 2020年6月.
内藤 直樹 : 唯物論と汎心論について, 国立民族学博物館共同研究「カネとチカラの民族誌:公共性の生態学にむけて」, 2020年7月.
内藤 直樹 : 趣旨説明, 科学研究府補助金「ゾミア的空間の地球史にむけたプレリサーチ:非人間中心主義的転回への人類学的応答」研究会, 2020年8月.
堤 和博 : 研究余滴道綱母と時姫の短連歌及び短連歌史余説, 解釈, Vol.66, No.9.10, 52-53, 2020年10月.
佐藤 征弥 : 令和2年度 オンライン日本生物学オリンピック講習会, --- 植物学・生態学 ---, 日本生物学オリンピック講習会, 2020年10月.
佐藤 征弥 : 講義「日本庭園について」と実習(自然観察), --- 城北高校の理数科学科の「総合的な探求の時間」において, 旧徳島城表御殿庭園をフィールドとして日本庭園に関する講義と調査, 自然観察を行なった. ---, 2020年10月.
山本 孝 : 固体表面の酸・塩基点とその触媒機能, 近畿化学協会触媒・表面部会 入門触媒科学セミナー, 2020年10月.
西山 賢一 : 徳島県三好市で発生した土砂災害の歴史, 京都大学防災研究所 一般研究集会「ジオパークを活用した地域住民ーレジデント型研究者ー行政連携の防災活動のあり方」, 13, 2020年11月.
内藤 直樹 : 『厄介者』と(して)生きることについて:寄生や依存から考える, 国立民族学博物館共同研究「カネとチカラの民族誌:公共性の生態学にむけて」, 2020年11月.
田口 太郎 : 「地方都市の問題を考える-中心市街地は必要か?駅前にナショナルブランド百貨店は必要か?」, 2020年12月.
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出口 純次, 三浦 哉, 高橋 未玖, 田村 靖明, 石川 みづき, 西村 里奈, 松村 祐介, 新居 直輝 : 自動/他動による有酸素性運動が筋力発揮調整能の促進に及ぼす影響, 第87回日本体力医学会中国四国地方会, 2021年12月.
西村 里奈, 三浦 哉, 出口 純次, 松村 祐介, 新居 直輝 : 骨格筋電気刺激による疲労回復が筋形状が酸化に及ぼす影響, 第87回日本体力医学会中国四国地方会, 2021年12月.
高田 昌寛, 三浦 哉, 出口 純次, 西村 里奈, 松村 祐介, 新居 直輝 : 歩行補助ロボット装着下での歩行が動脈機能に及ぼす影響, 第87回日本体力医学会中国四国地方会, 2021年12月.
安間 了 : 屋久島の成立とフィリッピン海プレートの移動, 屋久島学ソサエティー, 2021年12月.
入澤 日彩子, 田中 佳 : 「ひびきあうハート」プロジェクトの可能性と課題(ポスター発表), アートミーツケア学会2021年度大会, 2021年12月.
三浦 哉, 西村 里奈, 出口 純次, 久我 浩正, 石川 みづき, 村上 亜弥子, 田村 靖明 : 下肢への電気刺激部位の違いが動脈機能に及ぼす影響, 第87回日本体力医学会中国四国地方会, 2021年12月.
松村 祐介, 三浦 哉, 出口 純次, 西村 里奈, 新居 直輝 : 足関節自動運動頻度の増加による大腿静脈血流速度への影響, 第87回日本体力医学会中国四国地方会, 2021年12月.
新居 直輝, 三浦 哉, 出口 純次, 西村 里奈, 松村 祐介 : 擬似的な円背姿勢による中強度運動が血管機能に及ぼす影響, 第87回日本体力医学会中国四国地方会, 2021年12月.
山本 哲也 : お茶で人生100年時代を豊かに生きる知恵∼感染症時代のストレス対処術と''茶の効用''∼, 第5回 伊藤園健康フォーラム, 2021年12月.
中村 豊, 高島 芳弘 : 徳島県南部の岩陰遺跡の立地, 徳島県県南部の旧石器遺跡を考える-那賀川・桑野川流域を中心に-, 1-8, 2021年12月.
金西 計英, 石田 基広, 戸川 聡 : 初年次基礎科目を対象にした適応的学習システムの構成, 大学ICT推進協議会2021年度年次大会講演論文集, 326-329, 2021年12月.
朝倉 一恵, 横尾 頼子, 阪本 千尋, 北村 篤志, 金澤 康平, 安間 了, Shiva Mehrabani, 申 キチョル : イランの降水に含まれる不溶性物質のPb同位体比にみられる地域的特徴, 第11回同位体環境学シンポジウム, 2021年12月.
安間 了 : 屋久島の中身はこうなっていた!花崗岩と堆積岩の地史, 屋久島大学, 2021年12月.
山本 哲也, 内海 千種, 鈴木 菜穂, 菅谷 渚 : コロナ禍に起因する自粛生活が心身の健康にもたらす影響 ー計4回の緊急事態宣言下における前向きコホート研究ー, 慶應義塾大学パネルデータ設計・解析センター 第21回パネル調査カンファレンス, 2021年12月.
塚本 章宏 : 拡大・回転・半透明でみる藩主甲冑∼3D技術と博物館資料∼, 令和3年度冬の企画展「甲冑の美」講演会, 2021年12月.
矢部 拓也, 松本 卓也 : 2年目を迎えたコロナ時代におけるZOOMによる遠隔授業のあり方 ー1年生必修キャリアプラン入門を事例としてー, 第17回大学教育カンファレンス, 2022年1月.
矢部 拓也 : 徳島大学サイクルツーリズム講座の取り組み(ポスターセッション), 第17回大学教育カンファレンス, 2022年1月.
辻 明典, 平木 美鶴 : ノーコード/ローコード開発によるコネクテッドLED照明の管理, LED総合フォーラム 2022 in 徳島 論文集, 189-190, 2022年1月.
山本 孝 : ラボXAFS装置による固体触媒・環境試料の評価, X線分析研究懇談会第276回例会, 2022年1月.
田口 太郎 : 暮らしから見えることと提案 受け入れられる計画/提案, 2021年度日本建築学会農村計画委員会「農村計画研究者の個人史」, 2022年1月.
関 祥菜, 阿部 萌音, 佐藤 征弥 : 旧徳島城表御殿庭園の調査, --- 江戸期と現在の石組みと植栽の比較 ---, 徳島生物学会第145回総会, 2022年1月.
阿部 萌音, 関 祥菜, 佐藤 征弥 : 城山のホルトノキ群落の再生に向けて, --- ホルトノキ萎黄病の治療と植樹した苗木の追跡調査 ---, 徳島生物学会第145回総会, 2022年1月.
林 太功磨, 田中 隆太郎, 吉田 美優, 渡部 稔 : アフリカツメガエル細胞周期制御因子のゲノム編集法による機能解析, 徳島生物学会会報, Vol.74, No.1, 14, 2022年1月.
渡部 稔 : アフリカツメガエル初期胚における RNA interference(RNAi; RNA 干渉)法 による遺伝子機能の抑制, 徳島生物学会会報, Vol.74, No.1, 15, 2022年1月.
山本 哲也, 内海 千種, 鈴木 菜穂, 菅谷 渚 : コロナ禍に起因する自粛生活が心身の健康にもたらす影響 ー計4回の緊急事態宣言下における前向きコホート研究ー, 労働政策研究・研修機構 講演会, 2022年2月.
髙橋 晋一 : 四国遍路の民俗学, --- 遍路宿いまむかし ---, 徳島大学人と地域共創センター公開講座 空海と歩く★∼四国土佐遍路②, 2022年2月.
田中 佳 : 「ホスピタルアートと その輪の広がり」, 徳島県地域包括ケアシステム学会市民講座, 2022年2月.
田中 佳 : 「Tokudai Hospital Art Laboの取り組み」, ヘルスケアアート・オンライン全国サミット2021 オンラインでもっと広がるヘルスケアアート, 2022年2月.
高田 昌寛, 三浦 哉, 松村 祐介, 新居 直輝 : 歩行補助ロボットを装着した歩行が呼吸循環応答に及ぼす影響, 第264回徳島医学会学術集会, 2022年2月.
衣川 仁 : 古文書・古記録にみる「鎌倉殿」, 徳島の古文書を読む会・総会, 2022年2月.
塚本 章宏 : 徳島城博物館所蔵甲冑コレクションの3D データベースの構築, 立命館大学アート・リサーチセンター 文部科学省 国際共同利用・共同研究拠点「日本文化資源デジタル・アーカイブ研究拠点」 2021年度 成果発表会, 2022年2月.
川崎 祐, 澤元 浩, 岸本 豊, 真岸 孝一, 松本 信洋, 永田 正一 : スピネル型硫化物Cu(Ir1-xRhx)2S4の63Cu-NMR, 日本物理学会年次大会, 2022年3月.
服部 武文 : ケイ皮酸のメチル化酵素をコードするcDNAをマツタケからクローニングした, 第72会日本木材学会大会, 2022年3月.
西條 真結乃, 塚本 章宏 : 徳島県立高等学校におけるGIS利用の実態と課題-「地理総合」の実施に向けて-, 四国GISシンポジウム, 2022年3月.
川口 夕奈, 塚本 章宏, 辻岡 卓 : Instagram投稿写真からみた徳島県を訪れる観光客に需要される構図, 四国GISシンポジウム, 2022年3月.
塚本 章宏 : シンポジウム「コロナ禍の大学におけるGIS教育の成果と課題:四国編」, 四国GISシンポジウム, 2022年3月.
佐原 理 : Global Media Arts Educationと映像的触覚知の認知過程から考える映像メディア教育, 第44回美術科教育学会 東京大会 2022年3月6日, 2022年3月.
篠原 愛実, 中塚 健太郎 : 弓道選手の筋感覚の変容が会のコントロール力に与える影響, 2021年度四国体育・スポーツ学会, 2022年3月.
内藤 直樹 : 「食べるお茶」のエスノグラフィ:四国における番茶の生産・流通・消費に関する広域調査と保全, 味の素食の文化センター「食の文化研究助成」贈呈式, 2022年3月.
塚本 章宏 : デジタルアーカイブプロジェクトの軌跡∼古地図を調査・保存・活用するために図書館が取り組んだこと∼, 第30回徳島大学附属図書館学術講演会 「講演会テーマ:高精細デジタルアーカイブで魅せる『古地図』」, 2022年3月.
谷岡 広樹, 佐藤 充宏, 柘植 竜治 : 小学生年代のサッカースクールにおける楽しさの分析, 日本フットボール学会 Congress 19, 2022年3月.
青矢 睦月, 小泉 比架留, 市川 裕一朗 : 補正EDSデータによる眉山青色片岩の角閃石組成累帯構造:沈み込みP-T pathの屈曲, 変成岩などシンポジウム2022(オンライン), 2022年3月.
杉浦 輝, 真岸 孝一, 久田 旭彦, 川崎 祐, 雷 前坤, 松本 悠輝, 並木 孝洋, 西村 克彦 : TmTr2Al20 (Tr = V, Ti) の NMR, 日本物理学会講演概要集, Vol.77, No.1, 16pPSH96, 2022年3月.
内藤 直樹 : 番茶のエスノグラフィ:四国における番茶の生産・流通・消費, 日本農芸化学会2022年度大会シンポジウム「後発酵茶:その魅力と可能性」, 2022年3月.
山口 裕之 : コンディヤック『動物論』における生命論, 日仏哲学会2022年春季大会, 2022年3月.
金西 計英, 石田 基広, 戸川 聡 : 演習に基づく適応的学習環境の診断と誘導について, 日本教育工学会 2022年春季全国大会講演論文集, 241-242, 2022年3月.
塚本 章宏 : 高精細画像とGISを援用した伊能図の針穴と作図水準の比較分析, 2022年日本地理学会春季学術大会秋季学術大会, 2022年3月.
小畠 美穂, 三好 德和, 上野 雅晴 : Riccardin Cの全合成をモデルとした効率的なワンポットタンデムカップリング反応の研究-ユニット合成の簡便さを考慮した適切な炭素-炭素切断位置及び組み合わせる官能基の設計-, 日本化学会第102春季年会,オンライン開催,公演番号 K5-2am-04, 2022年3月.
三好 德和 : 高大連携事業を通じた理系人材育成, 日本化学会春季年会予稿集, Vol.2022, B101-3, 2022年3月.
三好 亜季, 宮崎 泰彰, 久保 誠輝, 上野 雅晴, 三好 德和 : 金属ストロンチウムを用いる新しい形のシリルエーテル化反応の開発, 日本化学会第102春季年会,オンライン開催,公演番号 D202-4pm-07, 2022年3月.
神原 ゆうこ, 山口 博史 : 民族混住地コマールノの人間関係と使用言語:エスニック・アイデンティティの構成要素に関連して, 2021年度 ハンガリー学会研究大会, 2022年3月.
渡邉 克典 : 障害者施策をめぐるプロセス分析の課題, --- 権利条約への組織活動に着目して ---, 日台韓比較福祉国家プロジェクト第2回研究会, 2022年3月.
山本 哲也 : 桜パンデミック, 第77回現展(平面部門), 2021年5月.
恩賀 天汰, 西條 真結乃, 原 桜子, 塚本 章宏 : あるでないで徳島の文化財, 第17回GISコミュニティフォーラム2021, 2021年5月.
平木 美鶴 : 個展 アートギャラリーグレイス, 平木美鶴展, 2021年7月.
山本 哲也 : 存在と選択, 萱アートコンペ2021, 2021年9月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「J-POP NIGHT」の発表公演, 2021年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「CROSSOVER」の発表公演, 2021年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2021年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「CROSSOVER」の発表公演, 2021年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「男の背中女の泪」の発表公演, 2021年12月.
山本 哲也 : 叛逆の日, 第27回アートムーブコンクール, 2022年3月.
Akihiro Tsukamoto : ARC-iJAC Project Spotlights: Interview with Akihiro Tsukamoto (Associate Professor, Tokushima University) on the Construction of a 3D Model Database of Japanese Armor in the Collection of the Tokushima Castle Museum, ARC-iJAC Project Spotlights: Interview, Apr. 2021.
佐藤 征弥 : 令和3年度 オンライン日本生物学オリンピック講習会, --- 植物学・生態学 ---, 日本生物学オリンピック講習会, 2021年6月.
矢部 拓也 : コロナ禍におけるフィールド教育 2020年度の調査実習の現実を振り返って, 2021年9月.
内藤 直樹 : 傾斜地でシコクビエが生き続けること: 四国山地の世界農業遺産地域における土・異種・人間による行為の絡まりあい, 国立民族学博物館共同研究「心配と係り合いについての人類学的探求」, 2021年10月.
山本 孝 : 固体表面の酸・塩基点とその触媒機能, 近畿化学協会触媒・表面部会 入門触媒科学セミナー, 2021年10月.
吉田 博, 山口 博史 : 授業について考えるランチセミナー〈テーマ:学生とのコミュニケーション〉, 2021年10月.
矢部 拓也 : ポストコロナ時代のまちづくり, 2021年11月.
内藤 直樹 : 生物は国境を越えてはいけないのか:ワカメから外来種問題について考える, 徳島文理高校出張授業, 2021年11月.
内藤 直樹 : 【食の世界遺産】国際組織スローフード・インターナショナルが「味の箱船」に，祖谷の雑穀6種類を登録, 徳島大学定例記者会見, 2021年11月.
内藤 直樹 : 世界農業遺産と地域遺産の相克:Research Locally, Act Globally, 地域課題解決セミナー「学生とともに地域で動く:他大学の試みに学ぶ」, 2022年2月.
内藤 直樹 : 誰に向けて語るのか:アフリカ研究者が日本の世界農業遺産申請に関与した経験, 国立民族学博物館共同研究「海外フィールド経験のフィードバックによる新たな人類学的日本文化研究の試み」, 2022年3月.
西山 賢一, 山崎 新太郎 : 洪水・斜面災害が発生した熊本県球磨・芦北・人吉地域の地形・地質学的背景, 令和2年7月九州豪雨災害調査団報告書, 23-32, 2021年6月.
山崎 新太郎, 荒井 紀之, 西山 賢一, 矢野 真一郎, 丸谷 靖幸 : 2020年熊本県南部豪雨災害による岩盤崩壊の特徴について, 令和2年7月九州豪雨災害調査団報告書, 33-40, 2021年6月.
山口 博史 : 「地域交流研究I」:「血の通った」テクノロジー活用と大学での遠隔教育のありかた, 地域交流研究年報, No.17, 37-38, 2021年9月.
渡邉 克典, 田窪 莉子, 冨田 みあり, 山田 朝未, 舘野 真衣, 北原 千聖, 佐藤 結香, 杉野 祐衣, 佃 紗也香, 原 優香, 梁木 登代 : 難病患者等の日常生活や就労上の困難，支援ニーズに関する実態調査, --- 令和3年度地域調査演習(社会調査士資格G科目)調査報告書 ---, 徳島, 2022年3月.
Hiroshi Yamaguchi : Closing Remarks, The 3rd Symposium for Belgian Studies: Histories of Japan-Belgium Relations (Report), 35-38, Mar. 2022.
佐藤 征弥 : 初期邦訳の広告・書評からみえるモラエスの宣伝戦略について, 令和3年度総合科学部創生研究プロジェクト経費・地域創生総合科学推進経費報告書「異文化に照らし出された四国 ∼グローカルな視点からの文献調査から∼」, 45-56, 2022年3月.
依岡 隆児, その他5人 : 『異文化に照らし出された四国 ∼グローカルな観点からの文献調査から∼』依岡隆児・編, 令和3年度研究計総合科学部創生研究プロジェクト経費・ 地域創生総合科学推進 報告書『異文化に照らし出された四国 ∼グローカルな観点からの文献調査から∼』, 1-88, 徳島, 2022年3月.
河田 和子 : 戦前のモラエス受容における花野富蔵と佐藤春夫 ー日本の文学者におけるモラエス受容(2)ー, 令和 3 年度総合科学部創生研究 プロジェクト経費・ 地域創生総合科学推進経費報告書 異文化に照らし出された四国 ∼「グローカル」な観点からの文献調査から∼, 70-84, 2022年3月.
安間 了, Jaafar Jotheri : 堆積物柱状試料と地形からみるメソポタミア下流域の堆積環境の変遷と塩害, 都市文明の本質:古代西アジアにおける都市の発生と変容の学際研究 研究成果報告2021年度, 154-171, 2022年3月.
下岡 順直, 安間 了, Jaafar Jotheri, 中川 清隆, 長島 秀樹, 平田 英隆 : Tell Umm al-Aqaribの三日月型砂丘のルミネッセンス年代測定と風向風速解析, 都市文明の本質:古代西アジアにおける都市の発生と変容の学際研究 研究成果報告2021年度, 173-185, 2022年3月.
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山口 裕之 : 労働組合の組織を活性化する対話を考える, 春の組織強化拡大交流集会, 2023年2月.
山口 裕之 : 「みんな違ってみんないい」のか?組織力強化に向けた取り組み, 第11回三重県連大会, 2023年2月.
澤元 浩, 川崎 祐, 岸本 豊, 真岸 孝一, 松本 信洋, 永田 正一 : スピネル型硫化物Cu(Ir1-xRhx)2S4の63Cu-NMR II, 日本物理学会秋季大会, 2023年3月.
吉田 文美 : 生と死を謳う詩~現代英語詩人の作品を中心に, 2023年3月.
中塚 健太郎, 矢野 宏光, 幸 篤武, 矢野 優紀, 玉瀬 友美, 大崎 優, 中山 美香, 吉田 繁敬, 岡谷 里香, 大西 美玲, 矢田 崇洋, 宮本 隆信, 山本 英作, 前田 和範 : 子どもの教育におけるアクティブチャイルドプログラムの特徴-こころのダイアグラムと身体活動量計を活用した評価-, 2022年度四国体育・スポーツ学会, 2023年3月.
山本 哲也 : デジタルマインドフルネス ―瞑想の実践を支援するテクノロジーの活用―, 日本マインドフルネス学会 第9回大会 シンポジウムII, 2023年3月.
中村 豊 : 鳥居龍蔵とその教え子達, 2022年度企画展「鳥居龍蔵をめぐる人々」記念講演会, 1-8, 2023年3月.
羅 成圭, 志内 哲也 : タウリン摂取がマウス骨格筋の糖・脂質代謝関連因子へ及ぼす影響, 第9回国際タウリン研究会日本部会, 2023年3月.
山本 哲也 : ウェルビーイングの向上に寄与する人工知能技術と情報通信技術の活用, SOMPOインスティチュート・プラス 未来アカデミー, 2023年3月.
山口 裕之 : 相対主義と普遍主義の問題, リベラルアーツプログラム for Business, 2023年3月.
青矢 睦月 : 三波川帯における二次的なDu褶曲のオーバープリント: 歪み解析の解釈, 変成岩などシンポジウム(つくば), 2023年3月.
金木 俊也, 纐纈 佑衣, 青矢 睦月, 中村 佳博, ウォリス サイモン : Kouketsu et al. (2014) と Aoya et al. (2010) の炭質物ラマン温度計の自動化, 変成岩などシンポジウム(つくば), 2023年3月.
服部 武文, 片山 恵, 井田 京介, 岡本 有未, 山村 正臣, 吉住 真理子, 阿部 正範 : マツタケ由来ケイ皮酸メチル化酵素の組換え酵素調製方法の改良 ―超音波破砕で得た不溶性画分からの酵素抽出―, 第73回日本木材学会(福岡大会), 2023年3月.
白根 竹人, Meirav Amram, 坂内 真三, Uriel Sinichkin, 徳永 浩雄 : Splitting invariants and a ϖ_1 equivalent Zariski pair of conic-line arrangements, 日本数学会年会, 2023年3月.
三浦 哉 : ベルト電極式骨格筋電気刺激が動脈機能に及ぼす影響, 第13回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会, 2023年3月.
山本 哲也 : AI・ICTを活用した行動科学と社会実装, 行動科学学会 第38回ウィンターカンファレンス2023 教育講演, 2023年3月.
堀江 將仁, 澤野 恵理, 谷 友香里, 檜垣 達也, 大木 靖弘, 小笠原 正道 : 新規不斉配位子の開発を基軸とするパラジウム触媒反応による軸不斉天然物アレンの不斉全合成, 日本化学会第103春季年会, 2023年3月.
三好 亜季, 三好 德和, 上野 雅晴 : 温度制御によるタンデムカップリング反応を用いたワンポット・ポリアリール化合物の環境調和型効率的合成, 日本化学会第103春季年会,東京理科大学(千葉),公演番号 P4-2am-33, 2023年3月., 2023年3月.
政岡 翔, 田上 遥, 檜垣 達也, 大木 靖弘, 小笠原 正道 : Cs対称ジビニルフェロセン類のモリブデン触媒メタセシス二量化/不斉非対称化反応, 日本化学会第103春季年会, 2023年3月.
渡邊 達哉, 大村 D. 聡, 上野 雅晴, 三好 德和 : ストロンチウムを用いるアミド化合物の還元反応, 日本化学会第103春季年会,東京理科大学(千葉),公演番号 K404-4pm-06, 2023年3月., 2023年3月.
金西 計英, 石田 基広, 戸川 聡 : 演習に基づく適応的学習システムの構成について, 日本教育工学会 2023年春季全国大会講演論文集, 241-242, 2023年3月.
衣川 仁 : 中世民衆にとっての神と仏について, 第2回社中世歴史シンポジウム, 2023年3月.
佐原 理 : アファンタジアを含めた認知多様性に美術教育はどう貢献可能か, 美術科教育学会第45回兵庫大会, 2023年3月.
山本 哲也 : 心的体験を変容するデジタルアプローチ ー拡張現実とロボットの活用ー, AAAプロジェクト 2022年度第2回研究集会, 2023年3月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ElMundoMusica」の発表公演, 2022年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2022年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「あの夏の感じ」の発表公演, 2022年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「POP LIFE」の発表公演, 2022年4月.
山本 哲也 : 郷夢小景, 第78回現展(平面部門), 2022年5月.
山本 哲也 : しあわせのかたち, 第28回放美展(デザイン部門), 2022年5月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ソイデハポン」の発表公演, 2022年5月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「SOUNDTRACK」の発表公演, 2022年5月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「SOUNDTRACK」の発表公演, 2022年6月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「CROSSOVER」の発表公演, 2022年6月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2022年7月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ソイデハポン03」の発表公演, 2022年7月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「SOUNDTRACK」の発表公演, 2022年8月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ummer collection」の発表公演, 2022年8月.
Naoki Naito : Exibition of Local Millet Promotion at Nishi-Awa GIAHS area, Japan, Terra Madre Salone Del Gusto, Sep. 2022.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「SOUNDTRACK」の発表公演, 2022年9月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2022年9月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「CROSSOVER」の発表公演, 2022年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ソイデハポン」の発表公演, 2022年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「DESPEGAN」の発表公演, 2022年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2022年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ソイデハポン」の発表公演, 2022年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「SOUNDTRACK」の発表公演, 2022年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ソイデハポン」の発表公演, 2022年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Y&N&L」の発表公演, 2023年1月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「SASTENEBLE MUSIC」の発表公演, 2023年1月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「SOUNDTRACK」の発表公演, 2023年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2023年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ソイデハポン」の発表公演, 2023年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「DESPEGAN」の発表公演, 2023年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「Y&N&L」の発表公演, 2023年3月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2023年3月.
公益財団法人徳島県文化振興財団, 髙橋 晋一 : 山城の鉦踊(長編), 公益財団法人徳島県文化振興財団令和元∼4年度映像記録事業, 2023年3月.
公益財団法人徳島県文化振興財団, 髙橋 晋一 : 山城の鉦踊(短編), 公益財団法人徳島県文化振興財団令和元∼4年度映像記録事業, 2023年3月.
内藤 直樹 : <パンデミックのノイズ>を描く文化人類学, 令和4年度第1回オンラインびざん会, 2022年4月.
矢部 拓也 : 脱成長時代のホモ・デウス課するまちづくりにおけるワーケーション実践研究, 中京大学手塚研究室主催の研究会, 2022年4月.
衣川 仁 : NHK大阪放送局 「歴史探偵」(「比叡山延暦寺」)アニメーション監修, 2022年5月.
内藤 直樹 : にし阿波の世界農業遺産, 池田高校出張講義, 2022年5月.
佐藤 征弥 : 日本生物学オリンピック2022講習会, --- 植物学・生態学 ---, 日本生物学オリンピック講習会, 2022年6月.
内藤 直樹 : 文化人類学者や民俗学者は世界遺産の保全に貢献できるか?:徳島県の世界農業遺産サイトにおける動的保全の事例から, 第10回生きる文化遺産研究会, 2022年8月.
内藤 直樹 : アフリカのケータイ最新事情:BOPビジネスと情報通信技術(IT)が変える地域社会, 那賀高校出張講義, 2022年8月.
新田 元規 : 明清交替期における孝実践・善挙および「奇人」伝――湯來賀とその時代, 共同研究「東アジア」の「近世」―新しい世界史の認識と構想のために―」2022年度第2回研究会(国際日本文化研究センター), 2022年9月.
田中 佳 : 「ホスピタルアートにおけるマスキングテープの可能性」, 第20回社会産業理工学研究交流会2022, 2022年9月.
山本 孝 : 固体表面の酸・塩基点とその触媒機能, 近畿化学協会触媒・表面部会 入門触媒科学セミナー, 2022年10月.
西山 賢一, 鳥井 真之 : 2016年熊本地震で地すべりが発生した阿蘇カルデラ・高野尾羽根火山北斜面における変形構造, 京都大学防災研究所「著しい変形を受けた地質地域の斜面災害評価に関する研究集会」, 2022年11月.
矢部 拓也, 山中 英生, 高橋 幸博 : 徳島大学サイクルツーリズム講座の取り組み(ポスターセッション), 2022年11月.
矢部 拓也, 眞鍋 祐樹, 原田 真 : ガイド付きサイクリングツアーアクティビティ調査報告 (ポスターセッション), --- 徳島県吉野川市，阿南市，徳島市でのフィールドワークを事例として ---, 自転車利用環境向上会議, 2022年11月.
渡部 稔 : 対面授業と遠隔授業を取り入れた学生実習(生物学)の実践, 第14回理学系大学教育に関する研究フォーラム, 2022年11月.
新田 元規 : 湯來賀と『水戸侯宰相上公六十寿序』について, 2022年度四国東洋学研究者会議(徳島大学), 2022年12月.
井戸 慶治, 依岡 隆児, 川上 三郎, 田村 一郎, 最上 英明 : 『ラーガーフォイアー』第1巻, --- 松山俘虜収容所週刊新聞 ---, Vol.1, 2022年12月.
西山 賢一 : 1976年台風17号豪雨による土砂災害と雨量との関係, 第2回高知県・徳島県地すべり対策研究会, 2023年1月.
山口 博史, 神原 ゆうこ : 民族混住地域における言語選好:スロヴァキア南部の地方都市を事例として, 第92回多言語社会研究会(於・オンライン), 2023年1月.
西條 真結乃, 塚本 章宏, 平井 松午 : 徳島県高等学校におけるGIS活用の実態を踏まえた防災教材の開発―洪水と共生する吉野川流域・舞中島を題材に―, 文化遺産/災害文化研究セミナー, 2023年3月.
山口 博史 : 第3回「ベルギー学」シンポジウム, 第46回2021年度年報, 216-217, 2022年10月.
米澤 孝康, 齋藤 稔, 畑間 俊弘, 荒木 晶, 岡 直宏, 濵野 龍夫 : 徳島県南部の河川の中・上流域におけるヌマエビ類のマイクロ生息場の環境選択性, 水産大学校研究報告, Vol.71, No.2, 43-55, 2022年12月.
西山 賢一 : 石屋洞穴周辺の地形・地質的特徴, 石屋洞穴,長崎県埋蔵文化財センター調査報告書, 59-63, 2023年3月.
村上 敬一 : 四国の方言で桃太郎プロジェクト 四国方言桃太郎, 四国の方言で桃太郎プロジェクト 四国方言桃太郎, 2023年3月.
依岡 隆児, その他4人 : 『異文化に照らし出された四国 ∼地域における外国人受容の意義と歴史て考察∼』, 令和4年度研究計総合科学部創生研究プロジェクト経費・ 地域創生総合科学推進 報告書『異文化に照らし出された四国 ∼地域における外国人受容の意義と歴史て考察∼』, 23-33, 徳島, 2023年3月.
佐藤 征弥 : モラエスの趣味を通じた友人倉本清一と彼が残したモラエス忌の寄せ書きについて, 令和4年度徳島大学総合科学部創生研究プロジェクト経費・地域創生総合科学推進経費報告書「異文化に照らし出された四国 ∼地域における外国人受容の意義についての歴史的研究∼」, 46-59, 2023年3月.
河田 和子 : モラエス受容における正宗白鳥と志賀直哉ー日本の文学者におけるモラエス受容(3)ー, 令和4 年度総合科学部創生研究 プロジェクト経費・ 地域創生総合科学推進経費報告書 異文化に照らし出された四国 ∼地域における外国人受容の意義についての歴史的考察∼, 60-78, 2023年3月.
安間 了, 佐野 貴司, 申 基澈, 昆 慶明, 松井 恵子 : 携帯式蛍光X線分析用の標準岩石試料の整備, 都市文明の本質:古代西アジアにおける都市の発生と変容の学際研究 研究成果報告2022年度, 187-197, 2023年3月.
安間 了, 申 基澈, 渡辺 千香子, 辻 彰洋, 佐野 貴司, 齋藤 有, 中野 孝教, 横尾 頼子, 小泉 龍人, Mark Altaweel, Anke Marsh, Hashim Hama, Kamal Rasheed, Jaafar Jotheri : スレマニ博物館所蔵の楔形文書粘土板胎土の化学組成, 都市文明の本質:古代西アジアにおける都市の発生と変容の学際研究 研究成果報告2022年度, 147-152, 2023年3月.
横尾 頼子, 堀井 彩衣, 濱口 弘平, 前田 哲弥, メラバニ シバ, 安間 了 : イラン7都市の月別降水の主要イオン組成, 都市文明の本質:古代西アジアにおける都市の発生と変容の学際研究 研究成果報告2022年度, 163-168, 2023年3月.
植野 美彦, 関 陽介, 衣川 仁, 森岡 久尚, 髙橋 章, 森 健治, 石丸 直澄, 尾崎 和美, 山﨑 哲男, 高田 篤, 宇都 義浩, 齊藤 隆仁, 上岡 麻衣子 : 令和4年度 徳島大学高等教育研究センターアドミッション部門 報告書, 令和4年度 徳島大学高等教育研究センターアドミッション部門 報告書, 2023年3月.
齊藤 隆仁, 吉田 博, 塩川 奈々美, 飯尾 健 : 2022年度徳島大学全学FD推進プログラムの実施報告, 大学教育研究ジャーナル, No.20, 2023年3月.
古田 貴, 増田 拓朗, 佐藤 征弥 : 令和3年度緊急調査事業・令和4年度再生事業報告書『国指定天然記念物「赤羽根大師のエノキ」の再生に向けて』, 1-79, 2023年3月.
佐藤 充宏, 行實 鉄平, 祝原 豊, 辻川 比呂斗, 中尾 有子 : スポーツ少年団ジュニア・リーダーのためのテキストブック, 日本スポーツ協会日本スポーツ少年団, 2023年5月.
田口 太郎 : 流動型ライフスタイル社会における循環型地域の構築, 英明企画編集, 2023年5月.
Viana-Torre Gerardo, Machado Sergio, Budde Henning, Imperatori Claudio, Filho Souza Sa Alberto, Yadollahpour Ali, Garcia-Garcia Fabio, 山本 哲也, Torterolo Pablo, Murillo-Rodriguez Eric : Sleep regulation by exogenous and endogenous cannabinoids, Elsevier, 2023年6月.
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Naoki Naito and Azusa Tonotani : Conserving a life on the crumbling land: The Dynamics of Mountain Village Landscapes as Ruins of Industrial Capitalism in Western Tokushima, Japan, International Symposium on GIAHS and Family Farming 2023: New Approaches of Rural Development for Effective Conservation of GIAHS sites, Nov. 2023.
Masamichi Ogasawara : Asymmetric Synthesis of Planar-Chiral Ferrocenes by Enantioselective Metathesis Dimerization of Vinylferrocenes, The 16th International Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia (ICCEOCA-16), Singapore, Dec. 2023.
Masamichi Ogasawara : Asymmetric Metathesis Dimerization of Vinylferrocenes: New Strategy for Preparing Enantiomerically Enriched Planar-Chiral Ferrocenes, International Symposium on Catalysis and Fine Chemicals 2023 (C&FC2023), Tokyo, Dec. 2023.
Masamichi Ogasawara : Catalytic Enantioselective Synthesis of Planar-Chiral Transition-Metal Complexes, Mahidol University Graduate Seminar in Chemistry, Bangkok, Feb. 2024.
Motohiro Kumasaka : AIs and Their Limited Subjectivities: Subjectivities Shaped by Humans Recognition, 2024 International Conference AI and Subjectivity, Feb. 2024.
Tetsuo Yamaguchi and Hiroaki Nishimoto : The effects of Shiko, a traditional Japanese training exercise: Towards the prevention of running injuries, British Journal of Sports Medicine, Vol.Supplement2, No.58, Mar. 2024.
Håvard Visnes, Lena Kristin Bache-Mathiesen, Tetsuo Yamaguchi, Hans Petter Gilhuus and Roald Bahr : Jumpers knee is not a self-limiting condition 11-yr follow up of a cohort of young volleyball players, British Journal of Sports Medicine, Vol.58, No.Supplenemt 2, Mar. 2024.
山本 哲也 : Enhancing Life with AI and ICT: An Interdisciplinary Approach in Clinical Psychology, International Conference at University of Rome Tor Vergata, "ANTHROPOCENE CALLING -Human, Philosophy, Technology and Arts in the age of Anthropocene", 2024年3月.
中村 豊 : 四国東南部における縄文時代から弥生時代の農耕, 15-18, 2024年3月.
Motohiro Kumasaka : Geisteswissenschaften im Zeitalter der Krisen: Angst und Ehrfurcht, Keynote Speach at GDVT-Jahrestagung 2024 "Krisen, Kriege und Seuchen-Ihre Auswirkungen auf Gesellschaft, Literatur und Kunst", Mar. 2024.
田口 太郎 : 地域づくりと地域おこし協力隊 および集落支援員に期待される役割, 2023年4月.
田中 佳 : 「ルーヴル美術館草創期における絵画の移動―美術をめぐる平等と不平等―」(口頭発表), 関西フランス史研究会第197回(再編第72回)例会, 2023年4月.
田口 太郎 : 関係人口を``機能させる''ための 地域交流と拠点施設, 2023年4月.
田口 太郎 : 地域づくりと地域おこし協力隊 および集落支援員に期待される役割, 2023年5月.
竹原 優, 山口 治隆, 永廣 信治, 田中 佳 : 「通所介護利用高齢者へのアート作業の取り組みと研究活動報告」(ポスター発表), 第14回日本プライマリ・ケア連合学術大会, 2023年5月.
植野 美彦, 関 陽介, 服部 武文, 田端 厚之, 向井 理恵, 岡 直宏, 宇都 義浩 : B学部における学校推薦型選抜Ⅰ地方創生型(地域産業振興枠)の設計と実施 ―入試業務効率化に向けた新たな取り組みを踏まえて―, 令和5年度全国大学入学者選抜研究連絡協議会大会(第18回), 2023年5月.
塚本 章宏, 平井 松午 : 伊能図の縮図法に関する一考察―広域下図に隠された「針穴縮図」―, 歴史地理学会, 2023年5月.
山本 哲也 : 情報通信技術による人間拡張と社会実装, 東海心理学会第72回大会 研究例会「心理学の基礎データ×情報科学×社会実装 ―心理学の近未来を語る―」, 2023年5月.
中村 豊 : 徳島における遺跡の⽴地と遺跡踏査, 1-12, 2023年5月.
三浦 哉, 西村 里奈, 杉村 建樹, 久我 浩正, 中村 みづき, 田村 靖明 : 一過性の自転車こぎ運動と電気刺激の併用が動脈機能に及ぼす影響, 第90回日本体力医学会中四国地方会, 2023年6月.
小田切 康彦 : 政治学・行政学関連領域における協働論の動向: システマティックレビュー, 日本公共政策学会2023年度研究大会(コラッセふくしま), 2023年6月.
内藤 直樹 : 自己流人類学再考:大学での制度外の出会いから考える, 日本文化人類学会第57回研究大会分科会C「ともに書くことの公共人類学:大学生との共同出版事業をめぐる1.5次エスノグラフィ」, 2023年6月.
内藤 直樹 : 趣旨説明, 日本文化人類学会第57回研究大会分科会C「ともに書くことの公共人類学:大学生との共同出版事業をめぐる1.5次エスノグラフィ」, 2023年6月.
髙橋 晋一 : 民俗文化財としての祭り・行事, 令和5年度徳島県市町村文化財保護審議会連絡協議会研修講演会, 2023年6月.
中村 豊 : 縄文時代から弥生時代へ―中四国地域を中心に―, 1-11, 2023年7月.
山口 博史, 神原 ゆうこ : マイノリティが大卒であることの意味:南スロヴァキアのハンガリー系とスロヴァキア系の比較から, 第16回東海社会学会大会, 2023年7月.
西條 真結乃, 塚本 章宏 : 徳島県高等学校「地理総合」での活用に向けたGIS教材共有プラットホームの開発, 徳島地理学会, 2023年7月.
元田 秀樹, 政岡 翔, 小笠原 正道, 大西 敦 : 耐溶剤型多糖系キラルカラムを用いた有効キラル配位子の迅速スクリーニング手法の開発, 日本プロセス化学会2023サマーシンポジウム, 2023年8月.
平川 拓, 李 亮, 長谷川 恭子, 塚本 章宏, 田中 覚 : 特徴強調可視化を取り入れた甲冑の点群 VR システム, 第51回 可視化情報シンポジウム, 2023年8月.
山本 哲也 : デジタルメンタルヘルスケアの展開と実際, 一般社団法人 公認心理師の会 2023年度年次総会「デジタルメンタルヘルス」, 2023年8月.
三浦 哉 : 低強度の持久的運動と電気刺激の併用トレーニングが動脈機能に及ぼす影響, 第31回日本運動生理学会大会, 2023年8月.
羅 成圭, 三浦 哉 : 下肢への骨格筋電気刺激が糖負荷後の血糖値と動脈スティフネスに及ぼす影響, 第31回日本運動生理学会大会, 2023年8月.
田中 佳, 永廣 信治, 竹原 優, 山口 治隆, 谷 憲治 : 「介護老人保健施設におけるアート作業研究の試み ―マスキングテープアート作業は後期高齢者に効果的か―」(ポスター発表), 徳島県地域包括ケアシステム学会第6回学術集会, 2023年8月.
金西 計英, 石田 基広, 戸川 聡 : 知己伝達を支援する適応的学習環境について, 教育システム情報学会第48回全国大会講演論文集, 301-302, 2023年8月.
鈴木 菜穂, 山本 哲也, 菅谷 渚 : ロボットからのAffective touchが悩み開示時の感情語使用と気分状態の変化に与える影響, 日本心理学会第87回大会, 2023年9月.
加藤 樹里, 李 楊, 山本 哲也, 大平 英樹 : 感動や畏敬感情が罰の評価に及ぼす影響, 日本社会心理学会第64回大会, 2023年9月.
岡 直宏, 沖藤 佑輝, 瀬山 明, 棚田 教生, 濵野 龍夫 : フリー配偶体を用いたワカメ種苗生産の最適な予備培養条件の検討, 日本応用藻類学会第21回大会, 2023年9月.
濵野 龍夫, 寺本 朱利, 岡 直宏, 岩本 健輔, 辻 明典, 山室 達也, 米澤 孝康, 堀 豊 : 珪藻培養における安価なLED水中灯の活用, 日本応用藻類学会第21回大会, 2023年9月.
岡 直宏, 髙𣘺 翔太, 濵野 龍夫 : 紅藻アサクサノリ糸状体の至適生長条件の探索, 日本応用藻類学会第21回大会, 2023年9月.
中村 みづき, 三浦 哉 : 上肢の有酸素性運動と異なる強度の骨格筋電気刺激が動脈スティフネスに及ぼす影響, 日本呼吸・循環合同理学療法学会学術大会, 2023年9月.
段野 聡子 : エコノミックガーデニングの実態と課題, 人を大切にする経営学会, 25-27, 2023年9月.
山本 孝, 刀根 武大, 峰 広嵩 : 銅ジルコニア触媒による気相酢酸エチル直接合成反応の担体焼成温度依存性, 第132回触媒討論会, 2023年9月.
竹内 雅人, 三國 諒宏, 河口 笑奈, 山本 孝, 松岡 雅也 : 近赤外分光法による酸化タングステン担持ジルコニア触媒の表面酸性質評価, 第132回触媒討論会, 2023年9月.
政岡 翔, 田上 遥, 檜垣 達也, 大木 靖弘, 小笠原 正道 : Competitive Double Friedel-Crafts 2,5- and 1',2-Diacylation of Monophosphaferrocenes, 第69回有機金属化学討論会, 2023年9月.
所 竣一, 山本 祐平, 中田 亮一, 村瀬 遼亮, 今井 昭二 : ノビアスキレートPA-1固相抽出法を用いた降雨及び降雪中鉛同位体分析の前処理方法の検討及びMC-ICP-MS法を用いた夏季降雨中鉛の発生源の識別, 日本分析化学会第72年会, 2023年9月.
山本 祐平, 岡 健太郎, 今井 昭二 : 真空凍結乾燥および分画抽出法を用いた凍結湿性沈着試料中の微量金属元素の溶解性の解析, 日本分析化学会第72年会, 2023年9月.
森 勇綺, 人見 牧, 小笠原 正道 : Palladium-Catalyzed Synthesis of Alkoxyallenes and Their Application in Regioselective Hydroelementation Reactions, 第69回有機金属化学討論会, 2023年9月.
熊坂 元大 : 自然の尊厳と環境保護:尊厳概念は環境保護を促進するか, 尊厳学フォーラム第5回「〈環境〉から価値を考える」, 2023年9月.
中村 みづき, 三浦 哉, 村上 亜弥子, 出口 純次, 田村 靖明 : 一過性の上肢の有酸素性運動と骨格筋電気刺激の併用が動脈スティフネスに及ぼす影響, 日本体力医学会特別大会, 2023年9月.
山本 哲也 : AI，ロボット，バーチャルキャラクターによる心の調整, 日本心理学会第87回大会 大会公募シンポジウム「AI,ロボット,バーチャルキャラクターがもたらす私たちの可能性の拡張」, 2023年9月.
小田切 康彦 : 誰がソーシャル・セクターを目指すのか-大学生の職業志向に関する実証分析, 日本ソーシャル・イノベーション学会第5回年次大会(同志社大学), 2023年9月.
山本 哲也 : テクノロジーとメンタルヘルスケア, 法務省 未来プロジェクト, 2023年9月.
政岡 翔, 田上 遥, 檜垣 達也, 大木 靖弘, 小笠原 正道 : モノホスファフェロセンの2,5-位及び1',2-位への競争的二重フリーデル・クラフツアシル化反応, 社会産業理工学研究交流会2023, 2023年9月.
熊坂 元大 : 環境徳の観点からの技術評価 ──そのメリットとデメリット, 第74回日本倫理学会主題別討議 環境倫理の展開 ──環境問題の技術的解決についての検討, 2023年9月.
山本 哲也 : 私たちの可能性を拡張するデジタル技術の活用, 日本スポーツ心理学会第50回大会 学会企画シンポジウム『個々の実践者が主体となる新たなスポーツ・体育科学と実践法』, 2023年9月.
鈴木 菜穂, 山本 哲也, 菅谷 渚 : 自他の感情を推定・言語化する際における内受容感覚知覚の影響, 日本認知・行動療法学会第49回大会, 2023年10月.
眞島 凌, 山本 哲也, 石川 信一 : 精神疾患に対して子どもが有するパブリックスティグマ低減プログラムの効果 —小中学生を対象としたシステマティックレビュー—, 日本認知・行動療法学会第49回大会, 2023年10月.
熊本 晃大, 中塚 健太郎 : 単調作業課題中の休息方法の違いが心理状態及び作業成績に与える影響, 日本自律訓練学会第46回大会, 18, 2023年10月.
山本 哲也 : メンタルヘルスケアDX―臨床心理学を拡張する人工知能技術と情報通信技術―, 第36回日本サイコオンコロジー学会,教育講演, 2023年10月.
山本 哲也 : デジタル認知行動療法ーロボット，アバター，ビッグデータの臨床応用ー, 日本認知・行動療法学会第49回大会 シンポジウム「臨床家がロボット，アバター，及びビッグデータと連携する方法」, 2023年10月.
山本 孝, 刀根 武大, 峰 広嵩 : ジルコニア担持銅触媒のXRD/XAFS分析 およびエタノール転換反応活性(2) ー担体焼成温度の影響ー, 第59回X線分析討論会, 2023年10月.
田中 佳 : 「心身医学とアート」(教育講演), 第45回日本心身医学会中国・四国地方会, 2023年10月.
田中 佳 : 「医療×アートの提案」(シンポジウム), 第45回日本心身医学会中国・四国地方会, 2023年10月.
田中 佳 : 「心身医学とアート」, 『第45回日本心身医学会中国・四国地方会抄録集』, 40-41, 2023年10月.
熊坂 元大 : 食の倫理と食への関心:裂け目を接続するために, Food Bio Plus研究会 新規開発食品受容性セミナー「倫理学(環境，動物)，人類学的見地から考える」, 2023年11月.
豊田 哲也, 奥嶋 政嗣 : 地方圏出身者のUターン移動と相対所得仮説-個人の所得水準と階層帰属意識による分析, 人文地理学会大会研究発表要旨, Vol.23, 73-74, 2023年11月.
矢部 拓也 : 地域づくりとしてのツーリズムのあり方から(サイクルツーリズム分科会), 自転車利用環境向上会議, 2023年11月.
山本 哲也 : AI，ロボット，バーチャルキャラクターがもたらす私たちの可能性の拡張, 武蔵野美術大学 クリエイティブイノベーション学科「現代社会産業論Ⅱ」, 2023年11月.
竹内 雅人, 三國 諒宏, 河口 笑奈, 山本 孝, 松岡 雅也 : 酸化タングステン担持ジルコニア触媒の表面酸性サイトに吸着したNH3, NH4+の分析, 第39回近赤外フォーラム, 2023年11月.
内藤 直樹 : 四国山地からアジアを見る: にし阿波の世界農業遺産, 環境防災Café, 2023年11月.
内藤 直樹 : ゾミアの地球環境学:四国山地の地質・環境・歴史, 第91回CPDセミナー・公開講座・防災セミナー・修習技術者支援セミナー・見学会, 2023年12月.
山本 哲也 : 認知行動療法を拡張する認知神経科学的アプローチと情報通信技術の活用, 第23回日本認知療法・認知行動療法学会 大会企画シンポジウム「神経・認知・行動療法への展開」, 2023年12月.
山本 哲也 : デジタルメンタルヘルスケア -人工知能技術と情報通信技術の臨床心理学的応用-, 第23回日本認知療法・認知行動療法学会 シンポジウム「基礎心理学と臨床心理学のインターフェイス」, 2023年12月.
山本 哲也 : ウェルビーイングと生成AI, 2023年度 京都大学文学研究科・文学部公開シンポジウム「未だ生成されざる学知へ向けて -生成AIの可能性とその諸問題」, 2023年12月.
田中 佳 : 「フランス⾰命期から第⼀帝政期における美術館展⽰絵画と風景画」 (口頭発表), ⽇仏美術学会第171回例会, 2023年12月.
小笠原 正道 : 面不斉フェロセン類の不斉合成法の開発と応用, 東京都立大学大学院理学研究科 特別講演会, 2024年1月.
髙橋 晋一 : 「巡り」の文化論, --- 四国遍路と世界の巡礼 ---, 徳島大学人と地域共創センター2023年秋冬公開講座「空海と歩く-讃岐遍路2024学習&トレーニング」, 2024年1月.
小笠原 正道 : 有機合成手法による金属錯体の精密合成:面不斉遷移金属錯体の不斉合成と応用, 有機合成ミニシンポジウム2024, 2024年1月.
内藤 直樹 : 流れと留まりのランドスケープ:アフリカの再生可能エネルギー開発をめぐるテクノロジー・投資・生業, 現代文化人類学会 第25回総会・シンポジウム「『大地的なるもの』の人類学―人新世における『人間』と『自然』」, 2024年1月.
山本 哲也 : デジタル臨床心理学ーAI，VR/AR，ロボット，光の活用による心へのアプローチー, 認知行動療法カウンセリングセンター主催講演, 2024年1月.
山本 哲也 : よりよく生きることに寄与するデジタル技術の展開 ーAI，VR/AR，ロボット，光学演出手法の活用ー, 一般社団法人パーマネント・クリエイティブ・マインド主催セミナー, 2024年2月.
山本 哲也 : メンタルヘルスケアDX:AI・ICT技術の臨床応用, 大塚製薬株式会社主催講演会, 2024年2月.
中村 豊 : 弥生時代の徳島ブランド-青い石斧を求めて-, 1-6, 2024年2月.
大道 麻由, 長谷川 瑛紀, 岸本 拓巳, 明神 有佑, 新谷 太健, 高橋 英之, 坂井 冬樹, 山本 哲也, 飯尾 尊優, 宮下 敬宏 : ロボットを偶像とした穏やかな地域コミュニティのデザイン-京町セイカロボットを事例として考える-, 研究報告ヒューマンコンピュータインタラクション(HCI), Vol.2024-HCI-207, No.3, 1-3, 2024年3月.
石原 由貴, 髙橋 奈里, 佐原 理 : アファンタジアタイプ における描画イメージ生成の困難性に関わるインタビュー調査, 美術科教育学会 第46回弘前大会, 2024年3月.
十川 望, 中塚 健太郎 : バドミントンにおける心身の状態とパフォーマンスが可視化できるディフェンストレーニングの開発, 2023年度四国体育・スポーツ学会, 2024年3月.
服部 武文, 片山 恵, 川上 竜巳, 林 順司, 山村 正臣 : マツタケ由来S-アデノシル-L-メチオニン依存ケイ皮酸カルボキシルメチルトランスフェラーゼ組換え酵素の特性解明, 第74回 日本木材学会大会(京都大会), 2024年3月.
政岡 翔, 脇岡 正幸, 大木 靖弘, 小笠原 正道 : ホスフィン配位子の修飾に利用されている嵩高い置換アリール基の立体的/電子的パラメータの定量化, 日本化学会第104春季年会, 2024年3月.
今津 陽菜, 政岡 翔, 鵜池 紗希, 小笠原 正道 : ラセミ体面不斉1,1'-ジアリルフェロセン類の不斉閉環メタセシス/速度論分割における不斉モリブデン触媒の影響, 日本化学会第104春季年会, 2024年3月.
山本 翔太, 犬飼 宗弘, 中村 浩一, 山本 孝 : リチウムマンガン酸化物における局所構造と電気伝導挙動, 2024年日本物理学会春季大会講演要旨集, 2024年3月.
森 勇綺, 人見 牧, 小笠原 正道 : パラジウム触媒を用いたアルコキシアレンの合成と立体選択的分子変換への応用, 日本化学会第104春季年会, 2024年3月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2023年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ソイデハポン」の発表公演, 2023年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「PC2 」の発表公演, 2023年4月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「亜和クレイジーダンス 」の発表公演, 2023年5月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber 」の発表公演, 2023年5月.
西條 真結乃, 塚本 章宏 : Our Awa GIS―我らが徳島県のGIS教育はこれでばっちり!―, 第20回GISコミュニティフォーラム2023, 2023年5月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ソイデハポン 」の発表公演, 2023年5月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「CROSSOVER 」の発表公演, 2023年5月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「el mundo musica 」の発表公演, 2023年6月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「CROSSOVER 」の発表公演, 2023年6月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2023年7月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ソイデハポン」の発表公演, 2023年7月.
山本 哲也 : The Good Old Geek, 第107回 二科展デザイン部, 2023年8月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「SOUNDTRACK」の発表公演, 2023年8月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「宵祭」の発表公演, 2023年8月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2023年9月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「PC2」の発表公演, 2023年9月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「el mundo musica」の発表公演, 2023年9月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「耳福ナイト」の発表公演, 2023年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「CROSSOVER」の発表公演, 2023年10月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「SOUNDTRACK」の発表公演, 2023年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「そうまち」の発表公演, 2023年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「el mundo musica」の発表公演, 2023年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「CROSSOVER」の発表公演, 2023年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ソイデハポン」の発表公演, 2023年11月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2023年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「PC2」の発表公演, 2023年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ソイデハポン」の発表公演, 2023年12月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「新春万福」の発表公演, 2024年1月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「CROSSOVER 」の発表公演, 2024年1月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ソイデハポン 」の発表公演, 2024年1月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「SOUNDTRACK 」の発表公演, 2024年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「PC2 」の発表公演, 2024年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ソイデハポン 」の発表公演, 2024年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber 」の発表公演, 2024年2月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「CROSSOVER」の発表公演, 2024年3月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「ソイデハポン」の発表公演, 2024年3月.
河原崎 貴光 : 映像インスタレーションパフォーマンス「beber」の発表公演, 2024年3月.
公益財団法人徳島県文化振興財団, 髙橋 晋一 : 宍喰祇園祭の山鉾行事(長編), 公益財団法人徳島県文化振興財団令和5年度映像記録事業, 2024年3月.
公益財団法人徳島県文化振興財団, 髙橋 晋一 : 宍喰祇園祭の山鉾行事(短編), 公益財団法人徳島県文化振興財団令和5年度映像記録事業, 2024年3月.
矢部 拓也, 眞鍋 祐樹, 原田 真 : フルアテンドツアーにむけた折り畳みミニベロアドベンチャーツーリズムサミットの試み (ポスターセッション), 自転車利用環境向上会議, 2023年11月.
矢部 拓也, 松下 裕樹 : 徳島大学サイクルツーリズム講座の取り組み (ポスターセッション), 自転車利用環境向上会議, 2023年11月.
中村 みづき, 三浦 哉 : 月経随伴症状の改善を目的とした運動療法の確立, 第35回呼吸研究会, 2023年11月.
三浦 哉 : 動脈機能の維持改善を目的とした歩行支援ロボットを用いた運動プログラムの開発, 第35回呼吸研究会, 2023年11月.
段野 聡子 : 地域経済活性化のための ⼈財育成 ーエコノミックガーデニングの知⾒からー, 2023年12月.
横谷 謙次, 石田 基広, 瓜生 真也 : 日本の大学生の退学及び必修講義の落第を予測するモデル, JASLA研究会, 2023年12月.
段野 聡子 : 第1回海陽町魅力発信シンポジウムinとくしま, 2024年1月.
段野 聡子 : 勝浦町の創造的再生-歴史・文化・産業-, 勝浦町実態調査結果報告書, 2024年3月.
河田 和子 : 中河與一「徳島のモラエス」とアルマンド・マルティンスの影響ー日本の文学者におけるモラエス受容(4)ー, 令和5年度総合科学部創生研究 プロジェクト経費・ 地域創生総合科学推進経費報告書 異文化から照らし出された四国 ∼グローカルな観点による外国人受容と交流についての文献調査∼, 64-78, 2024年3月.
依岡 隆児, その他4人 : 『異文化に照らし出された四国 ∼グローカルな観点による外国人受容と交流についての文献調査∼』, 令和5年度研究計総合科学部創生研究プロジェクト経費・ 地域創生総合科学推進 報告書『異文化に照らし出された四国 ∼グローカルな観点による外国人受容と交流についての文献調査∼』, 1-80, 徳島, 2024年3月.
植野 美彦, 関 陽介, 内海 千種, 岩佐 武, 髙橋 章, 安井 敏之, 川人 伸次, 尾崎 和美, 藤野 裕道, 髙栁 俊夫, 服部 武文, 齊藤 隆仁, 上岡 麻衣子 : 令和5年度 徳島大学高等教育研究センターアドミッション部門 報告書, 令和5年度 徳島大学高等教育研究センターアドミッション部門 報告書, 2024年3月.
田口 太郎 : 人口激減社会の地域の自律とは, 2024年5月.
Kei Tanaka : Les Statues des Grands Hommes pour le Louvre, Bunsaido Publication, May 2024.
田口 太郎 : 「地域おこし協力隊」は何をおこしているのか?, --- 移住の理想と現実 ---, 星海社, 2024年6月.
石田 基広, 鳥井 浩平 : 手を動かして学ぶ 生成AI使い方入門, C&R研究所, 徳島, 2024年7月.
Takashi Yamamoto : 2.9 Pre-edge structure, selection rules and quadrupole contributions, "International Tables for Crystallography Volume I: X-ray Absorption Spectroscopy and Related Techniques", John Wiley & Sons, Inc., Oct. 2024.
Parisa Talebi, Rossella Greco, Takashi Yamamoto, Mahdiyeh Zeynali, Saeid Asgharizadeh and Wei Cao : Hierarchical Nickel Carbonate Hydroxide Nanostructures for Photocatalytic Hydrogen Evolution from Water Splitting, Materials Advances, Vol.5, No.7, 2968-2973, 2024.
Wang Qingyu, Son Ka, Pietropaolo Adriana, Fortino Mariagrazia, Masamichi Ogasawara, Ohji Takehito, Shimoda Shuhei, Bando Masayoshi and Nakano Tamaki : Distinctive Chiral Conformations Induced to Poly(naphthalene-1,4-diyl) by Helix-sense-selective Polymerization and Circularly Polarized Light Irradiation, Chemistry - A European Journal, Vol.30, e202304275-(1-6), 2024.
今井 昭二, 山本 祐平, 長崎 昌太, 黒谷 功, 奥田 桂子, 中尾 佑子 : 四国山岳地域における渓流水中硫酸イオンの長距離輸送および国内起源に基づく地質環境画分と大気降下物画分の推計法, 分析化学, Vol.73, No.4, 5, 131-140, 2024年.
Nagisa Sugaya, Tetsuya Yamamoto and Chigusa Uchiumi : A 2-year longitudinal study examining the change in psychosocial factors under the COVID-19 pandemic in Japan, Scientific Data, Vol.11, 544, 2024.
Filipp Temerov, Rossella Greco, Joran Celis, Salvador Eslava, Weimin Wang, Takashi Yamamoto and Wei Cao : Activating 2D MoS2 by loading 2D Cu-S nanoplatelets for improved visible light photocatalytic hydrogen evolution, drug degradation, and CO2 reduction, Results in Materials, Vol.22, 100569, 2024.
山下 裕子, 山本 哲也 : VRセルフカウンセリングにおける自己対話内容のテキスト分析 ―不安症状の改善に効果的な介入手続きの考察―, 行動科学, Vol.62, No.2, 81-88, 2024年.
山本 哲也, 山下 裕子, 金井 嘉宏 : AIとVRが拓くメンタルヘルスケアの新時代, 行動科学, Vol.62, No.2, 59-65, 2024年.
豊村 美咲, 長谷川 晃, 大浦 真一, 山本 哲也 : LINETwitter, ストレス科学研究, Vol.in press, 2024年.
Takashi Yamamoto and Kazunori Miyamoto : Decomposition and migration behavior of Pt salt on Al2O3 and SiO2 upon calcination studied by XAFS and UV-Visible spectroscopy using a laboratory-type spectrometer, Spectrochimica Acta. Part B: Atomic Spectroscopy, Vol.217, 106974, 2024.
Nomura Kotohiro, Mancuso Raffaella, Cai Zhengguo, Dagorne Samuel, Eisen S. Moris, Gonsalvi Luca, Kotora Martin, Lee Yeoul Bun, Liu Shaofeng, Martins Margarida Luísa, Ohkuma Takeshi, Pombeiro Armando, Ragaini Fabio, Redshaw Carl, Visseaux Marc, Wu Zongquan, Yoshida Hiroto and Masamichi Ogasawara : Exclusive Papers of the Editorial Board Members and Topical Advisory Panel Members of Catalysts in Section Catalysis in Organic and Polymer Chemistry, Catalysts, Vol.14, 407, 2024.
Song-Gyu RA, Hajime Miura and Takashi Iwata : Effects of electrical stimulation of the lower extremities on postprandial hyperglycemia and arterial stiffness, Physical Activity and Nutrition, Vol.28, No.2, 7-13, 2024.
堤 和博 : 兼家の歌に自ら返歌する前の道綱母―『蜻蛉日記』上巻の「今これより」と「しれたるやうなりや」の検討を通して―, 語文, No.122, 1-11, 2024年.
Nagisa Sugaya, Tetsuya Yamamoto, Suzuki Naho and Chigusa Uchiumi : Loneliness and social isolation factors under the prolonged COVID-19 pandemic in Japan: A two-year longitudinal study, JMIR Public Health and Surveillance, Vol.in press, 2024.
Yuko Yamashita and Tetsuya Yamamoto : Effect of virtual reality self-counseling with the intimate other avatar., Scientific Reports, Vol.14, No.1, 15417, 2024.
Nahori Ito, Akira Hasegawa, Masaki Adachi, Shin-Ichi Oura, Tetsuya Yamamoto, Yuko Matsuda and Takuro Tomita : Body talk and body dissatisfaction in Japanese university students: Longitudinal study using the Japanese Body Talk Scale., Body Image, Vol.51, 101749, 2024.
Kenji Yokotani, Nobuhito Abe, Tetsuya Yamamoto, Masahiro Takamura and Hideyuki Takahashi : Effect of pachinko parlour openings and closings on neighbourhood income-generating crimes in Japan: 6.5 years of observations., BMC Public Health, Vol.24, No.1, 1905, 2024.
Akihiro Takamatsu, Masatsugu Oishi, Shimpei Gohda, Hiroki Takemura, Konosuke Mitsushio, Satoshi Sugano, Takashi Yamamoto, Toshiaki Ina, Haruo Kishimoto and Takaaki Sakai : Characteristics of Ag-doped LaMnO3 perovskite oxide and its application as a solid oxide fuel cell cathode, Materials Advances, 2024.
山本 孝, 宮本 一範 : 白金化合物L3吸収端XANESホワイトライン強度評価法と酸化数―実験室型装置による観察―, 鉄と鋼, Vol.110, No.12, 973-980, 2024年.
松本 卓也, 田口 太郎, 森田 椋也 : 新概念を用いたまちづくり活動の「新鮮味」がもたらす新たな参加に関する研究, 都市計画論文集, Vol.59, No.3, 690-697, 2024年.
山口 博史 : 若年移住者をとりまく社会関係の「周囲」, 地域社会学会ジャーナル, No.16, 39-45, 2024年.
田中 佳 : フランス革命期から第一帝政期における美術館展示絵画と風景画, 日仏美術学会会報, No.43, 107-108, 2024年.
山本 哲也 : 未来の心理療法:徳島大学が切り開くデジタル臨床心理学の世界, 渭水会々徳島大学案内2025, 6, 2024年5月.
山口 博史 : 境界変動地域研究とその自己エスノグラフィ:平和構築のための基礎研究に向けて, 平和社会学研究, No.2, 267-285, 2024年5月.
小田切 康彦 : 書評:戸川和成『首都・東京の都市政策とソーシャル・キャピタル:地域振興と市民活動政策のQOLを高め，23区格差を改善するガバナンスの実現』晃洋書房, 年報行政研究, Vol.Vol.59, 161-164, 2024年5月.
田口 太郎 : 人口減少が進む地域での地域づくりとSNS, 調査情報デジタル, 2024年6月.
田口 太郎 : 「地域おこし協力隊」の地方議会進出, 地方議会人, Vol.55, No.6, 16-19, 2024年11月.
Osamu Sahara, Yuki Ishihara and Nari Takahashi : The Needs and Challenges of Utilizing Image-Generating AI Considering Aphantasia Characteristics: Insights from the Field of Visual Communication Education, Book of AbstractsThe Age of the AI-mage Conference on Visual Communication for Young Researchers, 24-26, May 2024.
Motohiro Kumasaka : Creating Little Deities: To Be a Prayer to Nature and to Be a Player with Nature, 4th International Colloquium in Contemporary Philosophy and Culture, May 2024.
Takefumi Hattori, Katayama Megumi, Tsuzuki Hiromitsu, Okamoto Yumi, Ida Kyosuke, Yoshizumi Mariko, Abe Masanori, Ryushi Kawakami, Junji Hayashi and Masaomi Yamamura : Phenylpropanoid metabolism in basidiomycete Tricholoma matsutake -cDNA cloning of Sadenosyl-L-methionine-dependent cinnamic acid carboxyl methyltransferase-, 2nd International Lignin Symposium (Kyoto), Sep. 2024.
Osamu Sahara, Yuki Ishihara and Takahashi Nari : Exploring the Potential of Generative AI for Constructing Creative Imagery Tailored to Individual Developmental Stages and Regional Cultures: Focusing on Pedagogical Design for the Aphantasia Spectrum, InSEA Asia Regional Congress 2024, Sep. 2024.
田中 佳 : 「ルーヴル美術館開館時における『王政のしるし』の展示」(口頭発表), 第24回日韓歴史家会議, 2024年11月.
山本 孝 : 白金化合物および担持金属塩熱分解時のL3吸収端XANESホワイトライン強度, 第84回分析化学討論会, 2024年5月.
内藤 直樹 : サハラ以南アフリカにおけるエネルギー転換の景観人類学:ケニアの再生可能エネルギー開発が牧畜社会に与える影, 日本アフリカ学会 第61回学術大会, 2024年5月.
田中 佳 : 「シャプタル令(1801年)と地方への絵画の送付」(口頭発表), 第74回日本西洋史学会, 2024年5月.
内藤 直樹 : 埒外の政治-経済の人類学:同意なき共棲による場所のデザイン, 日本文化人類学会 第58回研究大会, 2024年6月.
内藤 直樹 : 水素のランドスケープ:北ケニア牧畜社会における再生可能エネルギー開発の事例から, 日本文化人類学会 第58回研究大会, 2024年6月.
羅 成圭, 志内 哲也 : タウリン摂取がマウス骨格筋の糖・脂質代謝関連因子へ及ぼす影響-TXNIPに着目して-, 第92回日本体力医学会中国・四国地方会, 2024年6月.
夏目 宗幸 : 幕府鷹場から見る徳島藩鷹場の地域, 徳島地理学会, 2024年7月.
夏目 宗幸 : 歴史GISデータにおける質と可用性の問題:近世日本と現代中国の研究を事例として, 九州大学大学院 人文情報連係学府 学際シンポジウムシリーズ「接続する人文学」, 2024年8月.
夏目 宗幸 : 歴史GIS研究における近年の動向:近代以前の行政境界復元を中心として, 京都大学 方言研究からみた「社会の境界」の定量化と異分野との融合の試み, 2024年8月.
髙橋 晋一 : 阿波の年中行事, 石井町ふる里の歴史を学ぶ会学習会, 2024年8月.
山本 孝 : 白金化合物および担持金属塩熱分解時のL3吸収端XANESホワイトライン強度, DV-Xα研究協会 DV-Xα講演会, 2024年9月.
森垣 龍馬, 中西 浩史, 小田 輝王, 藤川 丈自, 大前 博司, 河原崎 貴光, 山本 伸昭, 立花 亜由美, 尾崎 智樹, 伊賀 淳一, 髙木 康志 : 多職種連携によりパーキンソン病患者用サロンから開発した介護医療補助システム, 日本脳神経外科学会第83回学術総会, 2024年10月.
山本 孝 : 異なるプロファイル関数により評価した白金化合物 L3 吸収端 XANES のホワイトライン強度, 第60回X線分析討論会, 2024年10月.
佐原 理, 夏目 宗幸, 石原 由貴, 西條 真結乃, 大谷 さくら, 塚本 章宏 : 90年の時を超えた沈黙の踊り手たち:9.5mmフィルムに収められた幻影をマッピングする．, マップギャラリー,ストーリーマップ部門, 2024年5月.
山本 孝 : Chemical Bonds / おもしろワクワク化学の世界 '23 徳島化学展, 化学と教育, Vol.72, No.4, 173, 2024年.
